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２月24日に「あつま新鮮組」が創立30周年
を記念し、「巨大あつまるくんモザイクアート
チャレンジ」を厚真中央小学校で行いました。
モザイクアートの作成を通して、子どもか

ら大人まで一つになって協力しながら完成さ
せていました。

今月の表紙
ＣＯＶＥＲ

http://www.town.atsuma.lg.jp/offi  ce/

「広報あつま」はホームページでもご覧いただけます

２０１9年
平成 31年 ３月 号

も　く　じ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

２ ひとのうごき
３－７ あの日から６カ月
８－９ 厚真町復旧・復興計画策定方針
10－13 被災者支援情報
14－15 国民年金
16 北海道知事選挙・北海道議会議員選挙
町議会議員選挙

17－21 お知らせ
22－23 １～２月のあつま
24 ＃ATSUMA LOVER入賞作品発表
気象台ノート

25 日本ハムファイターズ厚真町応援デー
臨時職員募集

26 厚高インフォメーション／将来の夢
27 健康情報
28 保健の掲示板
29 子育て支援センター

30－31 情報ひろば

２月１日～２月28日届出分
※窓口などで、広報紙への掲載について確認できた方を掲載しています。

ひとのうごき
平成31年２月28日現在　（　）内は前月比

人　口　4,581人（－２）
男 2,287人　女 2,294人

世帯数　2,147世帯（＋３）

昨
年
９
月
６
日
、
３
時
７
分
。
暗
闇
の
中
、

突
然
激
し
い
揺
れ
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。
夜

が
明
け
て
い
く
と
と
も
に
、
被
害
の
状
況
が

あ
ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。
広
い
範
囲
で
山
の

斜
面
が
崩
れ
、
茶
色
い
土
肌
が
む
き
出
し
に
。

道
路
は
陥
没
や
亀
裂
、
倒
壊
し
た
家
屋
、
土

砂
崩
れ
な
ど
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
通

行
不
能
に
な
り
ま
し
た
。

厚
真
町
を
襲
っ
た
地
震
は
一
瞬
に
し
て
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
36
人
も
の
尊
い
命

や
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
も
の
を
失
い
ま

し
た
。

あ
の
日
か
ら
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

た
、
２
月
21
日
21
時
22
分
。
ま
た
も
最
大
震

度
６
弱
の
大
き
な
揺
れ
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。

昨
年
の
地
震
の
恐
怖
を
思
い
出
し
た
方
も
多

く
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
災
害
は
、

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
災
害
が
起
き
た

時
の
行
動
や
万
が
一
の
事
態
へ
の
備
え
が
重

要
で
す
。

こ
の
半
年
間
で
何
が
あ
っ
た
の
か
、
写
真

や
デ
ー
タ
で
振
り
返
り
ま
す
。

昨
年
９
月
６
日
３
時
７
分
、
胆
振

地
方
中
東
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６・
７
、
震
度
７
を
記
録

す
る
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
道
内
で
震
度
７
を
記
録
し
た
の

は
観
測
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
地
震
の
発
生
以
降
、
地
震
活

動
が
活
発
と
な
り
、
町
で
は
震
度
１

以
上
の
地
震
が
３
０
０
回
以
上
記
録

さ
れ
、
そ
の
内
、
震
度
５
弱
の
地
震

が
２
回
、
震
度
４
の
地
震
が
17
回
発

生
し
ま
し
た
。
２
月
21
日
21
時
22
分

に
は
昨
年
９
月
６
日
以
降
最
大
の
震

度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

あ
の
時
、
何
が
起
き
た
の
か

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

あ
の
日
か
ら６

カ
月

発生日時 / 平成30年９月６日　３時７分
震源地 / 胆振地方中東部（北緯42.7度・東経142.0度）
震源の深さ / 37km
最大震度 / 震度７

集落一帯が土砂に飲み込まれた吉野地区
（写真：国土交通省提供）

北海道初の

震度７
震度７：厚真町　震度６強：安平町、むかわ町　震度６弱：札幌市東区、千歳市、日高町、平取町
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823被害額

農業被害 林業被害

合計 億円
区　分 内　容 被害額

公共土木施設 道路、河川、橋、上下水道 188億円
農 業 関 係 農地、農業用施設、共同利用施設 110億円
林 業 林道、森林被害 458億円
そ の 他 商工業、宅地堆積土砂、災害廃棄物等 67億円

合　計 823億円

区分 カ所数など
農 地 94カ所 154.7ha
農 業 用 施 設 69カ所
農 業 機 械・ 施 設 183戸
共 同 利 用 施 設 8カ所
国営勇払東部地区
かんがい排水事業

ダム 1カ所、頭首工 1カ所
揚水機 1カ所、導水路 18.2km

区分 カ所数など
林 道 3路線
森 林 3,200ha

65道路 通行止め 日

区　分 理　由 路線数 規制期間
国 道 － － －
高規格道路 路面損傷 1 ９月６日～９月８日

道 道 土砂崩れ等 ４ ９月６日～11月８日
橋の損傷 ２ ９月６日～11月13日

町 道 土砂崩れ等 25 ９月６日～９月28日

33水道 断水 日

地　区 戸　数 断水期間
厚 真 地 区 1,188戸 ９月６日～10月９日
上厚真地区 753戸 ９月６日～９月24日

※平成30年12月17日現在　※国、北海道が実施する事業等は含まない

人的被害 36死亡 人

厚
真
消
防
団
は
、
厚
真

市
街
地
を
中
心
と
す
る
第

一
分
団
、
上
厚
真
市
街
地

を
中
心
と
す
る
第
二
分

団
、
女
性
消
防
か
ら
な
る

消
防
団
で
、
89
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。
団
員
は
９

月
６
日
の
発
災
後
か
ら
昼

夜
を
問
わ
ず
人
命
救
助
や

捜
索
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
。
団
員
は
、
日
ご
ろ
か

ら
農
道
や
迂
回
路
、
住
民

の
暮
ら
し
な
ど
地
域
の
状

況
を
詳
し
く
把
握
し
て
い

た
た
め
、
迅
速
な
情
報
収

集
や
捜
索
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
誰
も

が
初
め
て
経
験
す
る
大
災

害
に
も
関
わ
ら
ず
、
ケ
ガ

一
つ
な
く
落
ち
着
い
て
活

動
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。

ま
た
、
９
月
30
日
の
台

風
第
24
号
、
10
月
６
日
の

台
風
第
25
号
の
接
近
に
伴

い
、
消
防
職
員
・
役
場
職

員
と
と
も
に
危
険
箇
所
の

住
民
を
早
目
に
避
難
誘
導

し
ま
し
た
。

会
社
の
業
務
が
あ
る

中
、
消
防
団
活
動
を
優
先

し
送
り
出
し
て
く
れ
た
地

元
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
家

庭
が
大
変
な
中
、
団
員
を

支
え
て
く
れ
た
家
族
の
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。春

に
な
る
と
雪
解
け
が

進
み
、
土
砂
災
害
の
恐
れ

が
あ
る
の
で
、
早
期
発
見

や
二
次
災
害
の
防
止
に
努

め
た
い
で
す
。

あ
の
日
か
ら

６
カ
月

自衛隊や消防などによる捜索活動
（写真：陸上自衛隊第7師団提供）

他
自
治
体
の
応
援
職
員
に
よ
る
建
物
被
害
調
査

大きく陥没した道道10号線

昨年８月に配水を開始したばかりの富里浄水場が土砂崩れによ
り稼働停止に（写真：国土交通省北海道開発局提供）

収穫できず雪に覆われた稲穂

地震に伴う土砂災害や多数の家屋倒壊などにより、北
海道全体で死者42人（災害関連死１人含む）、負傷者
775人の人的被害が発生し、厚真町では36人が犠牲とな
りました。

農地への土砂堆積や用水路などの損壊が多数発生しました。
特に、完成を来年度に控えた国営勇払東部かんがい排水事
業の厚幌導水路も大きな被害も受けました。また、水稲や
畑作物、ハスカップなどの作物にも被害が生じました。また、
大規模な山腹崩壊、土砂崩れにより林地、林道の損壊など
が発生しました。

道道は昨年11月13日までに通行止めは解除されました。
町道は、土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域の５路
線を除き、9月28日までに応急復旧を完了しています。

富里浄水場が土砂崩れにより破損したため、直近
まで使用していた新町浄水場の再稼働の準備と復旧
を行い、昨年９月11日から再稼働、９月12日から水
道管の漏水調査および復旧工事を実施しました。土
砂崩れなどで立ち入り困難な地区を除き、10月９日
までに断水を解消しました。
上厚真地区は、上厚真浄水場の復旧、送水管・配

水管の漏水調査および復旧工事を実施し、９月24日
までに断水を解消しました。

不通 日

区　分 戸数 不通期間
あ つ ま ネ ッ ト 29戸 ９月６日～12月28日テレビ共聴施設 62戸

113地域情報
土砂崩れによる光通信ケーブルが断線し、あつ

まネットおよびテレビ共聴施設が不通となりました。
土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域を除き、
昨年12月28日までに復旧しました。

1,354885
建物被害

り災証明書（居住分）交付件数 
全壊

件
棟

全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 被害なし 合計
住 家 224棟 68棟 246棟 1,090 棟 207棟 1,835 棟
非 住 家 661棟 161棟 499棟 801棟 659棟 2,781 棟
合 計 885棟 229棟 745棟 1,891 棟 866棟 4,616 棟
※平成31年２月12日現在

昨年９月12日からり災証明書の交付申請の受け付けを開始し、
９月18日から被害建物の調査を開始しました。

3電気 停電 日

地　区 停電期間
町内全域 ９月６日～９月８日

土砂崩れなどにより立ち入りが困難な地域を除き、
昨年９月８日までに停電は解消されました。

73鉄道 運行休止 日

区　分 理　由 運休期間
Ｊ Ｒ 日 高 線
(苫小牧～鵡川)

軌道変移
橋桁ずれ ９月６日～11月18日

昨年11月18日までに復旧工事が完了し、11月19
日から運転が再開されました。

厚
真
消
防
団

団
長
五い

が
ら
し
十
嵐
次つ

ぎ
　
お男
さ
ん（
64
歳
）

町
の
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
平
成
28
年
４
月
か
ら
厚
真
消

防
団
の
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

自
ら
の
地
域
を
自
ら
で
守
る
消
防

団
は
、
い
ち
早
く
災
害
現
場
へ
駆

け
付
け
、
救
助
や
救
出
、
避
難
誘

導
な
ど
昼
夜
を
問
わ
ず
活
動
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

声

地 区 幌内 富里 高丘 吉野 桜丘 朝日 幌里
人 数 ４人 ４人 ２人 19 人 １人 2人 4人
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奥
尻
中
学
校
２
年
生
の

時
、
北
海
道
南
西
沖
地
震

（
平
成
５
年
）を
経
験
し
ま

し
た
。「
あ
の
災
害
は
何

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
い

う
思
い
か
ら
災
害
研
究
の

道
に
進
み
、
防
災
・
減
災

や
復
興
・
生
活
再
建
に
関

わ
る
活
動
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

厚
真
町
に
初
め
て
来
た

の
は
平
成
25
年
２
月
。
町

に
通
う
中
で
、
素
直
に
話

を
聞
い
て
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
や
地
域
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
大
人
た
ち
に

出
会
い
、
す
っ
か
り
「
厚

真
フ
ァ
ン
」
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

昨
年
９
月
６
日
の
地
震

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
い

て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ず

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
厚
真
町
に
通
い
詰

め
て
６
カ
月
。
外
部
か
ら

の
役
場
や
社
協
へ
の
支
援

が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
町
民
を
支
え

る
組
織
へ
の
支
援
が
町
民

へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
の

で
、
災
害
研
究
者
な
り
の

お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か

と
模
索
す
る
日
々
で
す
。

２
月
21
日
の
地
震
の
翌

日
も
厚
真
町
に
来
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
大
き
な

余
震
は
精
神
的
に
も
し
ん

ど
い
も
の
で
す
が
、
そ
の

よ
う
な
中
、
い
た
わ
り
合

い
、
助
け
合
う
姿
に
感
激

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ

の
方
た
ち
が
生
活
再
建
を

果
た
す
ま
で
手
伝
わ
せ
て

も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か

け
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

団
体
を
結
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
岩
手
県
陸
前
高
田
市

で
炊
き
出
し
や
宮
城
県
石
巻

市
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

同
隊
は
、
高
校
生
か
ら
50
歳

代
の
約
70
人
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
石
狩
市
や
札
幌
市
の

他
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
な

ど
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
る

仲
間
も
い
ま
す
。

昨
年
９
月
８
日
の
朝
、
何

か
お
手
伝
い
で
き
な
い
か
と

石
狩
市
か
ら
厚
真
町
へ
車
を

走
ら
せ
ま
し
た
。

厚
真
中
央
小
学
校
と
厚
真

中
学
校
避
難
所
の
貯
水
タ
ン

ク
の
水
が
不
足
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
一
度
、

石
狩
市
へ
戻
り
、
翌
朝
９
ト

ン
の
水
を
運
び
ま
し
た
。
そ

の
後
は
炊
き
出
し
や
、
水
道

の
修
理
、
農
作
業
の
手
伝
い

な
ど
、
発
災
か
ら
２
月
下
旬

ま
で
に
80
回
ほ
ど
厚
真
町
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

厚
真
町
で
出
会
っ
た
方

は
、
新
規
就
農
者
や
移
住
者

も
多
く
、
新
し
い
風
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
住
民
の
優
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
農
村
地

域
は
古
く
か
ら
の
風
習
を
大

事
に
し
過
ぎ
て
、
新
し
い
こ

と
を
受
け
入
れ
な
い
場
合
も

多
い
の
で
。
住
民
同
士
が
支

え
合
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
今
で
も
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
時
も
そ

う
で
し
た
が
、
家
が
傾
い
て

寒
さ
を
我
慢
し
て
い
て
も

「
う
ち
な
ん
か
よ
り
、
あ
の

人
を
手
伝
っ
て
あ
げ
て
」
と

お
っ
し
ゃ
る
方
が
多
く
い
ま

す
。
少
し
で
も
多
く
の
方
が

暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
提
供

で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
で

す
。

91避難所 開設期間 日

世帯180仮設住宅 合計

９月６日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　894人

９月７日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1,118人

10月24日　　　　　　　　　　214人

11月５日　　　　　97人

11月７日　　　　86人

11月30日　　36人

12月６日全ての避難所が閉鎖

493人

613人

114人 44人

33人

32人

15人

38人

49人

21人

82人 76人 90人 130人

80人

23人

43人 14人

7人

6人

5人

13人

139人 136人

14人

8人

22人

12人

93人

総合福祉センター
厚真スポーツセンター
厚真中央小学校
厚真中学校
厚南会館
上厚真小学校
鹿沼マナビィハウス

区　分 入居開始日 世帯数 人数
応 急 仮 設 住 宅 第１期：11月１日第２期：11月30日 124世帯 282人
みなし仮設住宅 ９月27日 18世帯 30人
公 営 住 宅 ９月８日 27世帯 63人
トレーラーハウス 12月27日 11世帯 24人
応急仮設福祉住宅 １月21日 ー 90人

合　計 180世帯 489人
※平成31年２月19日現在

25,836人的支援 人

区　分 支援内容 延べ人数
国 国交省、気象台、タイムライン 880人

北 海 道 災害対策現地情報連絡員（リエゾン）り災証明書交付支援、避難所運営支援 6,480人
市 町 村 環境業務、物資、水道応急、土木・下水道技術支援 1,530人
東北６県 り災証明書交付支援、避難所運営支援 1,337人
自 衛 隊 人命救助、道路啓開、給水、給食、入浴、輸送 14,359人
警 察 人命救助、警戒活動 750人
消 防 人命救助、警戒活動 500人

合　計 25,836人
※平成30年12月28日現在

災害ボランティア

区分 延べ人数 活動期間
災害ボランティア 4,606人 9月10日～
※平成31年２月13日現在

義援金など 区　分 支援内容
町 配 分 義 援 金 ７億4,630万円
北海道配分義援金 ４億5,418万円
支 援 金 １億9,293万円
ふ る さ と 納 税 10億3,186万円（代理受付：６自治体）
※平成31年１月31日現在

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

助
教
定さ

だ
池い

け

佑ゆ

季き

さ
ん（
39
歳
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

石
狩
思
い
や
り
の
心
届
け
隊

隊
長
熊く

ま
谷が

い

雅ま
さ

之ゆ
き

さ
ん（
51
歳
）

災害派遣医療チーム（DMAT）や自衛隊などによ
る救護支援（写真：苫小牧保健所提供）

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
引
っ
越
し

を
行
う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
の
日
か
ら

６
カ
月

避難生活の長期化を予測し、大
型施設を中心に避難所を開設しま
した。
避難者数は、昨年９月７日には

町民の４分の１に当たる1,118人
が避難を余儀なくされました。そ
の後、電気や水道の復旧や応急仮
設住宅の建設に伴い、徐々に閉鎖
し、12月６日には全ての避難所を
閉鎖しました。

発災直後から、警察や消防、自衛隊など人命救助や捜索活動、警
戒活動などに当たっていただきました。国や北海道、道内外の自治
体の応援職員には長期にわたり、被害調査や復旧業務、避難所運営
など支援いただきました。

昨年９月７日に町社会福祉協議会が災害ボランティアセ
ンターを設置し、９月10日からボランティアの募集・活動
を開始しています。発災直後から全国各地のボランティア
が駆け付け、現在も多くの方が活動しています。

新町地区に全国初となる高齢者、障がい者に配慮し
た大型の応急仮設福祉住宅が建設されました。

発災直後から多くの物資や義援金・寄付金が寄
せられました。また、厚真町へのふるさと納税を
代理で受け付けていただいている自治体もありま
す。全国からのご支援に感謝します。

発
災
直
後
か
ら
現
在
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
か
ら
被
災
地
支
援
を
続

け
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
３
年
間
、
町

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
発
災

か
ら
現
在
も
災
害
対
応
の
助
言
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
方
支
援
、

支
援
団
体
と
の
連
携
な
ど
に
尽
力
。

発災から11日後の厚真中学校避難所

〔 避難所の開設状況と避難者数の推移 〕

表町公園仮設団地

応急仮設福祉住宅

声

声
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○
本
部
長
：
町
長

○
副
本
部
長
：
副
町
長
／
教
育
長

○
理
事
お
よ
び
各
課
長
な
ど

○ 

町
教
育
委
員
会
委
員
／
町
農
業
委
員
会
委

員
／
公
共
団
体
代
表
者
／
そ
の
他
学
識
経

験
を
有
す
る
者
＋
追
加
委
員（
地
域
代
表
者

な
ど
数
名
）

○ 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
災
害
復
興
に
関
し
て
専

門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
）

年

２
０
１
９

２
０
２
０

２
０
２
１

月
１
〜
３
４
〜
６
７
〜
９
10
〜
12
１
〜
３
４
〜
６
７
〜
９
10
〜
12
１
〜
３

（
１
）住
民
意
見
の
反
映

被
害
が
甚
大
な
地
域
を
中
心
に
、
行
政
と

住
民
が
直
接
対
話
を
す
る
機
会
を
積
極
的
に

設
け
、
住
民
意
向
に
沿
っ
た
住
ま
い
の
再
建

や
集
落
再
生
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
様
な
参
画
機
会
を
設
け
る

こ
と
で
、
よ
り
幅
広
い
住
民
の
意
見
の
把
握

に
努
め
ま
す
。

（
２
） 有
識
者
や
外
部
人
材
、支
援
組
織
と
の

連
携

地
震
の
被
害
は
甚
大
で
、
町
内
の
人
材
や

知
見
だ
け
で
は
早
期
の
復
旧
・
復
興
事
業
の

展
開
は
困
難
な
状
況
で
す
。
高
度
な
知
識
を

有
す
る
専
門
家
や
地
震
を
機
に
本
町
と
つ
な

が
り
を
持
っ
た
外
部
支
援
組
織
や
人
材
と
の

情
報
交
換
と
連
携
を
密
に
行
い
、
本
計
画
策

定
に
生
か
し
ま
す
。

（
３
） 復
旧
・復
興
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
段

階
的
な
計
画
策
定

復
旧
・
復
興
の
道
の
り
は
長
く
、
険
し
い

も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
本
計
画
に
つ
い
て

は
よ
り
多
く
の
住
民
意
見
を
反
映
す
る
た
め

に
、
策
定
期
間
を
総
合
計
画
後
期
計
画
見
直

し
ま
で
を
含
め
た
約
２
年
と
長
め
に
設
定
し

な
が
ら
も
、
住
ま
い
の
再
建
な
ど
緊
急
性
や

優
先
度
に
よ
り
復
旧
・
復
興
事
業
の
展
開
す

る
た
め
に
段
階
的
に
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

（
４
） 地
域
別
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
作
成

被
害
が
甚
大
で
土
地
利
用
計
画
に
大
幅
な

見
直
し
が
必
要
と
な
る
地
域
に
つ
い
て
は
、

集
落
再
生
に
向
け
た
住
環
境
整
備
計
画
等

（
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
）
を
地
域
ご
と
に

作
成
し
ま
す
。

（
１
）厚
真
町
復
旧
・復
興
計
画
策
定
の
主
体

行
政
が
住
民
と
協
働
し
、
関
係
機
関
や
外

部
人
材
と
連
携
し
て
策
定
し
ま
す
。

（
２
）対
象
地
域

町
内
全
域

（
３
）計
画
の
期
間

７
年
間(

２
０
１
９
〜
２
０
２
５
年
度)

（
４
）計
画
の
位
置
づ
け

本
計
画
は
「
厚
真
町
第
４
次
総
合
計
画

（
２
０
１
６
〜
２
０
２
５
年
度
）」
を
基
本
と

し
、
地
震
に
よ
り
顕
著
と
な
っ
た
新
た
な
課

題
に
対
し
解
決
の
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、

更
な
る
地
域
の
発
展
に
向
け
た
計
画
と
し
て

策
定
し
ま
す
。

（
１
）計
画
の
枠
組
み

■ 

第
１
期
計
画
（
策
定
期
間
：
２
０
１
９
年

３
月
〜
２
０
１
９
年
９
月
頃
）

・
被
災
状
況
の
調
査
・
分
析

・ 

イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
な
ど
の
復
旧
計

画
と
生
活
再
建
支
援
事
業
等
の
取
組
状

況
・ 

住
民
意
見
の
集
約

・
復
興
理
念

・ 

地
域
別
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
地
域

の
被
災
状
況
整
理
／
住
民
意
向
と
個
々

の
住
宅
再
建
方
法
の
整
理
／
土
地
利
用

計
画
の
見
直
し
と
住
環
境
整
備
に
向
け

た
手
法
の
検
討
）

■ 

第
２
期
計
画
（
策
定
期
間
：
２
０
１
９
年

９
月
〜
２
０
２
０
年
３
月
頃
）

・ 

住
民
意
見
の
集
約

・ 

テ
ー
マ
別
、
分
野
別
の
事
業
計
画
、
行

程
表

・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・ 

地
域
別
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画（
住

環
境
整
備
事
業
の
実
施
に
向
け
た
詳
細

な
計
画
の
作
成
）

■ 

第
３
期
計
画
（
策
定
期
間
：
２
０
２
０
年

４
月
〜
２
０
２
１
年
３
月
頃
）

 ・ 

総
合
計
画
前
期
計
画
の
評
価
と
復
旧
・

復
興
計
画
を
踏
ま
え
た
後
期
計
画
の
見

直
し

（
１
）策
定
に
向
け
た
組
織
体
制

■
厚
真
町
胆
振
東
部
地
震
復
旧
・
復
興
推
進

　
本
部

町
長
が
本
部
長
、
副
町
長
と
教
育
長
が
副

本
部
長
、
各
課
管
理
職
な
ど
が
本
部
員
と
な

り
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
町
長
の
諮
問
に

応
じ
、
本
計
画
の
策
定
に
関
し
て
必
要
な
事

項
を
調
査
、
研
究
お
よ
び
審
議
し
、
意
見
を

取
り
ま
と
め
て
町
長
に
答
申
し
ま
す
。
本
計

画
の
策
定
に
際
し
、
地
区
代
表
と
な
る
住
民

等
を
委
員
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、
復
旧
・

復
興
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
委
嘱
し
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
委
員
会
内
に
部
会
を
設
置
し
ま

す
。

■
地
域
再
生
検
討
委
員
会

地
域
ご
と
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
自
治
会
を
中
心
に
地
域
住
民

で
構
成
し
ま
す
。
町
職
員
お
よ
び
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
、
計
画

策
定
に
向
け
た
課
題
整
理
や
意
見
集
約
を
行

い
ま
す
。

（
２
）計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス

厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
策
定
方
針

生
活
基
盤
の
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
を
示
す
と
と
も
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
思

い
描
く
復
興
後
の
厚
真
町
に
つ
い
て
、
実
現
ま
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
事
業
計
画
、
行
程
な
ど
を

と
り
ま
と
め
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
、「
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
災
害
復
興
グ
ル
ー
プ

☎
２
７
–
2
3
2
1

住
民
意
見
の
集
約

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

第
１
期
計
画

第
２
期
計
画

町　
　
民

地
域
再
生
検
討
委
員
会

国
・
北
海
道

町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

町
議
会

町

総
務
課
災
害
復
興
グ
ル
ー
プ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

関
係
各
課

厚
真
町
胆
振
東
部
地
震

復
旧
・
復
興
推
進
本
部

第
３
期
計
画

被
害
状
況
調
査

復
旧
事
業
の
整
理

復
興
理
念
の
策
定

分
野
別
事
業
計
画

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
４
次
総
合
計
画
の
見
直
し

前期
2016年度～2020年度

後期
2021年度～2025年度

厚真町復興計画第４次厚真町総合計画

基本計画

基本構想

後継戦略厚真町まち・ひと・しごと
創生総合戦略

復旧・復興の視点の追加

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

復
興
ま
ち
づ
く
り

事
業
計
画

事
業
実
施

事務局

素案作成 計画の策定

意
見

支
援

ア
ン
ケ
ー
ト・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

答
申

連
携

説
明

説
明

説
明

参
画

諮
問調 整

調
整

調
整

策定体制の構築

策定方針の作成
計
画
の
枠
組
み
と
策
定
プ
ロ
セ
ス

策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿
勢

策
定
方
針
の
概
要

策
定
体
制

町
の
被
害
状
況
と
今
後
の
復
旧
事
業
等
に
つ
い

て
、
住
民
向
け
に
報
告
と
説
明
を
行
い
ま
す
。
住

ま
い
や
生
活
の
再
建
、
産
業
の
再
生
、
防
災
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
等
に
対
す
る
課
題
や
意
見
を
お
聞

き
し
、
今
後
策
定
す
る
厚
真
町
復
旧
・
復
興
計
画

の
基
礎
資
料
と
し
て
反
映
し
ま
す
。

◉
３
月
22
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時

対
象 

厚
真
地
区
全
域

会
場 

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ゆ
く
り

◉
３
月
22
日（
金
）18
時
〜
19
時
30
分

対
象 

桜
丘
、朝
日
、幌
里
地
区

会
場 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
３
月
25
日（
月
）18
時
〜
19
時
30
分

対
象  

東
和
、宇
隆
、本
郷（
仮
設
団
地
含
む
）地
区

会
場 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
３
月
27
日（
水
）18
時
〜
19
時
30
分

対
象  

京
町（
仮
設
団
地
含
む
）、表
町（
仮
設
団
地

含
む
）、錦
町
、本
町
地
区

会
場 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
３
月
28
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

対
象 

上
厚
真
地
区
全
域

会
場 

厚
南
会
館

◉
３
月
28
日（
木
）18
時
〜
19
時
30
分

対
象 

新
町（
仮
設
団
地
含
む
）、美
里
、上
野
地
区

会
場 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
４
月
２
日（
火
）18
時
〜
19
時
30
分

対
象 

豊
沢
、
豊
川
、
富
野
地
区

会
場 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◉
４
月
３
日（
水
）18
時
〜
19
時
30
分

対
象  

上
厚
真（
仮
設
団
地
含
む
）、共
栄
、共
和
地

区

会
場 

厚
南
会
館

◉
４
月
４
日（
木
）18
時
〜
19
時
30
分

対
象  

厚
和
、浜
厚
真
、鹿
沼（
仮
設
団
地
含
む
）

豊
丘
、軽
舞
、鯉
沼
地
区

会
場 

厚
南
会
館

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
係
る
住
民
懇
談
会

※富里・高丘、吉野地区は１月30日、幌内地区は２月27日に開催しました。
※全日程、対象地域外にお住まいの方も参加できます。
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住
ま
い
や
身
の
回
り
の
こ
と

■
り
災
証
明
書
の
発
行

住
宅
等
の
被
害
程
度
を
証
明
し
ま
す
。
証
明
書
判
定
基
準

に
よ
り
、
各
種
制
度
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

２
月
21
日（
木
）に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、
住
宅
に
被
害

を
受
け
た
、
ま
た
は
被
害
が
拡
大
し
た
方
は
、
り
災
証
明
に

係
る
再
調
査
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
り
災
証
明
を
発
行
済
み
の
方
や
２
次
調
査
を
実
施
済
み
の

方
も
、
発
行
し
た
り
災
証
明
書
全
て
を
返
却
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
再
調
査
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で
に
各
種

支
援
制
度
等
で
証
明
書
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
ご
自
身
で

証
明
書
を
回
収
し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
雪
や
氷
が
あ
る
と
、
損
壊
を
確
認
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

た
め
、
原
則
調
査
は
雪
解
け
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
急
ぎ
の

事
情
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
宅
以
外

の
建
物
の
再
調
査
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問□ 

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

■
被
災
証
明
書
の
発
行

保
険
金
等
の
請
求
、
各
種
融
資
等
の
申
請
、
補
助
金
申
請

な
ど
、
関
係
機
関
か
ら
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
必
要
に

な
り
ま
す
。

問□ 

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

■
応
急
仮
設
住
宅

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
※
半
壊
※
一
部
※

民
間
賃
貸
住
宅
を
み
な
し
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
、
プ
レ

ハ
ブ
式
仮
設
住
宅
を
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

※
住
宅
と
し
て
再
利
用
が
で
き
ず
居
住
で
き
な
い
場
合
は「
大

規
模
半
壊
」「
半
壊
」「
一
部
損
壊
」
の
場
合
も
対
象
で
す
。

問□  

建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
３
２
５

■
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

り
災
証
明
全
壊
※
大
規
模
〇
半
壊
〇
一
部
－

壊
れ
た
住
宅
の
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
の

応
急
的
な
修
理
を
支
援
し
ま
す
。

※
応
急
修
理
に
よ
り
居
住
が
可
能
と
な
る
場
合
は
「
全
壊
」

の
場
合
も
対
象
で
す
。

受□ 

３
月
2９
日（
金
）ま
で
（
修
繕
工
事
が
４
月
以
降
に
な
る

場
合
や
、
見
積
書
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
申
込
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。）

問□  

建
設
課
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
３
２
５

■
被
災
住
宅
の
解
体
撤
去

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
△
半
壊
△
一
部
－

り
災
証
明
に
よ
り
全
壊
と
判
定
さ
れ
た
個
人
の
家
屋
や
中

小
企
業
の
事
業
所
を
解
体
撤
去
し
ま
す
。

※
「
半
壊
」「
大
規
模
半
壊
」
と
判
定
さ
れ
た
も
の
は
、
一

部
補
助
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談

く
だ
さ
い
。

受□ 

３
月
2９
日（
金
）ま
で

問□  

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

被
災
家
屋
解
体
ダ
イ

ヤ
ル 

☎
０
８
０
－
２
８
７
３
－
０
４
８
９

■
復
旧
作
業
実
施
に
伴
う
倒
木
の
撤
去

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

道
路
、
河
川
、
農
地
、
宅
地
、
山
地
等
の
復
旧
作
業
に
よ

り
発
生
し
て
い
る
倒
木
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。
撤
去
に
異
議

の
あ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問□ 

産
業
経
済
課
農
林
業
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
１
９

■
厚
真
町
住
宅
復
旧
支
援
事
業
補
助
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
し
た
住
宅
の
早
期
復
興
の
た
め
、
被
災
者
が
町
内
で

行
う
住
宅
基
礎
の
傾
斜
修
復
工
事
と
、
そ
れ
に
併
せ
て
実
施

す
る
住
宅
下
の
地
盤
改
良
工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

問□  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
総
合
戦
略
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－

３
１
７
９

■
厚
真
町
住
宅
再
建
融
資
利
子
助
成
事
業
補
助
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
し
た
住
宅
の
早
期
復
興
の
た
め
、
被
災
者
が
町
内
で

住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
た
め
に
金
融
機

関
等
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の
借
入
金
に
か
か
る
利
子
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

問□  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
総
合
戦
略
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－

３
１
７
９

■
厚
真
町
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
利
子
助
成
事
業
補
助
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
し
た
住
宅
の
早
期
復
興
の
た
め
、
被
災
者
が
町
内
で

住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
た
め
に
金
融
機

関
等
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の
借
入
金
に
か
か
る
利
子
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

問□  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
総
合
戦
略
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－

３
１
７
９

お
金
に
関
す
る
こ
と

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
〇
半
壊
△
一
部
△

り
災
証
明
書
（
り
災
者
区
分
が
物
件
居
住
者
の
も
の
）
の

り
災
程
度
が
①
全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
方
、
②
半
壊
、
大
規

模
半
壊
で
、
住
宅
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
非
常
に
危
険

で
あ
っ
た
り
、
修
理
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
高
い
経
費
が
か

か
る
た
め
住
宅
を
解
体
し
た
方
（
解
体
世
帯
）
③
住
宅
の
敷

地
に
被
害
が
生
じ
る
な
ど
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
非

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

へ
の
支
援
情
報
で
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受□  

…
受
付
期
間　
　
問□ 
…
問
い
合
わ
せ

被
災
者
支
援
情
報

〈
概
要
版
〉

常
に
危
険
で
あ
っ
た
り
、
修
理
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
高
い

経
費
が
か
か
る
た
め
住
宅
を
解
体
し
た
方
（
敷
地
被
害
解
体

世
帯
）
に
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

受□  

基
礎
支
援
金
…
10
月
５
日（
土
）ま
で
、
加
算
支
援
…

２
０
２
１
年
10
月
５
日（
火
）ま
で
□

問□ 

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
－
７
８
７
２

■
災
害
弔
慰
金
・
災
害
障
害
見
舞
金
（
町
）

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

災
害
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
町
民
の
方
の
ご
遺
族
に
対
し
て
、

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
災
害
弔

慰
金
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
地
震
に
よ
り
直
接
死
亡
さ
れ

た
方
以
外
で
、
地
震
が
死
亡
の
原
因
と
な
っ
た
「
災
害
関
連

死
」
と
思
わ
れ
る
方
の
遺
族
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

受□ 

対
象
者
に
は
個
別
に
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
－
７
８
７
２

■
災
害
弔
慰
金
・
見
舞
金
（
北
海
道
）

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

災
害
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
や
重
傷
者
ご
本
人

に
対
し
て
、
北
海
道
災
害
弔
慰
金
等
支
給
要
綱
に
基
づ
き
、

災
害
弔
慰
金
・
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

受□  

対
象
者
に
は
個
別
に
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。□

問□  

胆
振
総
合
振
興
局
地
域
政
策
課 

☎
０
１
４
３
－
２
４
－

９
５
６
７

■
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
等
が
、
就
労
や
児
童
の
就
学
な
ど

で
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

問□  

胆
振
総
合
振
興
局
社
会
福
祉
課
子
ど
も
子
育
て
支
援
係 

☎
０
１
４
３
－
２
４
－
９
８
４
５

■
年
金
担
保
貸
付

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
労
災
年
金
を
担
保
に
、
保
健
・

医
療
や
住
宅
改
修
資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
ま
す
。

問□ □ □独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構 

☎
０
３
－
３
４
３
８
－

０
２
２
４

■
恩
給
担
保
貸
付

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

恩
給
等
を
担
保
に
教
育
費
や
居
住
関
係
費
、
事
業
資
金
等

を
貸
し
付
け
ま
す
。

問□  

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
室
蘭
支
店 

☎
０
１
４
３
－
４
４

－
１
７
３
１

■
住
宅
被
害
見
舞
金
（
北
海
道
）

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
〇
半
壊
〇
一
部
－

災
害
に
よ
り
自
己
所
有
の
家
屋
な
ら
び
に
借
家
に
居
住
し

被
災
し
た
世
帯
主
に
対
し
、
北
海
道
自
然
災
害
に
伴
う
住
家

被
害
見
舞
金
支
給
要
綱
に
基
づ
き
、
住
家
被
害
見
舞
金
を
支

給
し
ま
す
。

問□  □胆
振
総
合
振
興
局
地
域
政
策
課 

☎
０
１
４
３
－
２
４
－

９
５
６
７

受□  

対
象
者
に
は
個
別
に
手
続
き
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
災
害
復
興
住
宅
融
資

り
災
証
明
全
壊
〇
大
規
模
〇
半
壊
〇
一
部
－

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
方
に
住
宅
を
建
設
・

購
入
・
補
修
す
る
た
め
の
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

受□  

２
０
２
０
年
９
月
５
日（
土
）ま
で
□

問□  

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構 

☎
０
１
２
０
－

０
８
６
－
３
５
３

■
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

　
一
般
財
団
法
人
自
然
災
害
被
災
者
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
運
営
機
関
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り

住
宅
ロ
ー
ン
の
免
除
・
減
額
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
が
あ

り
ま
す
。

問□  

全
国
銀
行
協
会
相
談
室 

☎
０
５
７
０
－
０
１
７
－

１
０
９

■
義
援
金
の
配
分

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
〇
半
壊
〇
一
部
○

厚
真
町
・
北
海
道
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
を
配
分

し
ま
す
。

受□   

□３
月
４
日（
月
）～
３
月
15
日（
金
）…
修
繕
を
行
っ
た
自

己
所
有
物
件
居
住
者（
対
象
地
域
：
美
里
、
豊
沢
、
上
野
、

豊
川
、
共
栄
、
富
野
、
上
厚
真
地
区
） 

３
月
18
日（
月
）～
３
月
2９
日（
金
）…
修
繕
を
行
っ
た
自

己
所
有
物
件
居
住
者（
対
象
地
域
：
共
和
、
厚
和
、
鯉
沼
、

浜
厚
真
、
軽
舞
、
豊
丘
、
鹿
沼
地
区
）

※
人
的
被
害
、
住
家
被
害
を
受
け
た
方
も
引
き
続
き
受
け
付

け
て
い
ま
す
。□

問□ 

総
務
課
財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１

役
所
の
手
続
き
の
こ
と

■
国
税
の
特
別
措
置

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
国
税
の
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。

問□ 

苫
小
牧
税
務
署 

☎
０
１
４
４
－
３
２
－
３
１
６
５

■
道
税
の
特
別
措
置

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
道
税
の
特
例

措
置
が
あ
り
ま
す
。

問□  

苫
小
牧
道
税
事
務
所 

☎
０
１
４
４
－
３
２
－
５
１
７
８

（
個
人
事
業
税
）、
☎
０
１
４
４
－
３
２
－
５
１
９
０

（
不
動
産
取
得
税
）
☎
０
１
４
４
－
３
２
－
５
１
９
１

（
道
税
の
納
税
）、
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部 

☎

０
１
１
－
７
４
６
－
１
１
９
３
（
自
動
車
税
）

■
町
税
の
減
免
　

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
町
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
が
申
請
に
よ
り
免
除
や
減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問□ 

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
－
２
４
８
１
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受□ 

１
月
25
日（
金
）〜

■
地
震
被
害
の
確
定
申
告

地
震
の
被
害
に
つ
い
て
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
に
よ
り
所
得
税
等
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問□  

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
２
７
–
２
４
８
１
）、
苫
小

牧
税
務
署
（
☎
０
１
４
４
–
３
２
–
３
１
６
５
）

■
年
金
手
帳
な
ど
を
紛
失
し
た
と
き
・
国
民
年
金
等
の
保
険

料
が
払
え
な
い
と
き

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

る
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
、
そ
の
方
の
財
産
に
係
る
損
害

が
２
分
の
１
以
上
の
場
合
（
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
の
方

等
）
は
、
申
請
を
す
る
と
２
０
１
８
年
８
月
分
〜
２
０
２
０

年
６
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問□  

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
–
７
８
７
１
、

日
本
年
金
機
構
苫
小
牧
年
金
事
務
所 

☎
０
１
４
４
–

３
６
–
６
１
３
５

■
登
記
済
証
、
登
記
識
別
情
報
を
紛
失
し
た
と
き

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
－
一
部
※

登
記
済
証
（
権
利
証
）、
登
記
識
別
情
報
を
紛
失
し
た
場

合
、
不
動
産
の
売
買
、
贈
与
、
抵
当
権
設
定
時
に
他
の
方
法

で
所
有
者
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問□  

札
幌
法
務
局
苫
小
牧
支
局 

☎
０
１
４
４
–
３
４
–
７
４

０
３

■
運
転
免
許
証
を
紛
失
し
た
と
き

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
り
自
動
車
運
転
免
許
証
を
汚
損
、
紛
失
し
た
場

合
は
再
交
付
で
き
ま
す
。
ま
た
再
交
付
手
数
料
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問□  

苫
小
牧
警
察
署 

☎
０
１
４
４
–
３
５
–
０
１
１
０
、
運

転
免
許
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス 

☎
０
１
１
–
６
９
９
–

８
６
５
４

■
各
種
証
明
書
の
発
行

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

各
種
手
続
き
に
使
用
す
る
各
種
証
明
書
に
つ
い
て
は
手
数

料
を
免
除
し
ま
す
。

問□  

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
–
７
８
７
１
、

総
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
–
２
４
８
１

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免
等

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
－

住
居
の
被
害
に
あ
っ
た
方
を
対
象
に
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
に
つ
い
て
減
免
、
ま
た
は
分
割
納
付
・
納
付
猶
予
を
行

い
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
–
７
８
７
１

■
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

災
害
に
よ
り
住
宅
等
に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
所
得
制
限

に
よ
っ
て
一
部
ま
た
は
全
部
停
止
に
な
っ
て
い
た
児
童
扶
養

手
当
を
全
部
支
給
と
な
る
よ
う
申
請
で
き
ま
す
。

問□ 
町
民
福
祉
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
☎
２
６
–
７
８
７
２

■
自
動
車
に
被
害
を
受
け
た
と
き

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
し
た
自
動
車
を
処
分
し
、
代
替
自
動
車
を
購
入
し
た

場
合
、
自
動
車
取
得
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
自

動
車
の
重
量
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

問□  

室
蘭
運
輸
支
局 

☎
０
５
０
–
５
５
４
０
–
２
０
０
４
、
軽

自
動
車
検
査
協
会
室
蘭
事
務
所 

☎
０
５
０
–
３
８
１
６

–
１
７
６
６

■
医
療
機
関
受
診
時
の
一
部
負
担
金
免
除
（
延
長
）

り
災
証
明
全
壊
○
大
規
模
○
半
壊
○
一
部
△

一
定
の
被
害
が
あ
っ
た
厚
真
町
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
免
除
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
８

月
31
日（
土
）ま
で
の
受
診
が
対
象
で
、
平
成
30
年
９
月
〜
平

成
31
年
１
月
に
医
療
機
関
を
受
診
し
た
方
に
は
、
償
還
払
い

を
行
い
ま
す
。

受□ 

 

 

３
月
11
日（
月
）〜　

※
平
成
30
年
９
月
〜
平
成
31
年
１
月
分
は
受
付
中
 

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
–
７
８
７
１

■
飲
用
井
戸
の
水
質
検
査

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
の
影
響
に
よ
り
新
た
に
飲
用
水
の
検
査
が
必
要
に
な

っ
た
方
を
対
象
に
飲
用
井
戸
の
水
質
検
査
手
数
料
を
補
助
し

ま
す
。

受□ 

３
月
29
日（
金
）ま
で

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
２
６
–
７
８
７
１

■
飲
用
井
戸
等
給
水
施
設
整
備
事
業
補
助
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

未
給
水
区
域
の
住
宅
に
居
住
す
る
（
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
）
方
の
う
ち
、
飲
用
水
等
の
給
水
施
設
を
新
設
し
よ

う
と
す
る
方
、
災
害
等
に
よ
り
枯
渇
、
汚
染
ま
た
は
破
損
し
、

飲
用
水
等
の
確
保
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
施
設
を
所
有
す

る
方
の
飲
用
井
戸
等
の
給
水
施
設
整
備
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
２
６
–
７
８
７
１

■
農
業
用
井
戸
等
給
水
施
設
整
備
事
業
補
助
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

未
給
水
区
域
で
農
業
経
営
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
給
水

施
設（
農
業
用
水
等
の
確
保
の
た
め
農
業
用
井
戸
等
の
取
水
、

導
水
、
送
水
お
よ
び
配
水
の
施
設
）
を
新
設
し
よ
う
と
す
る

方
、
既
設
の
水
源
が
災
害
等
に
よ
り
枯
渇
、
汚
染
ま
た
は
破

損
し
、
農
業
用
水
等
の
確
保
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
施
設

を
所
有
す
る
方
の
農
業
用
井
戸
等
の
給
水
施
設
整
備
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問□ 

産
業
経
済
課
農
林
業
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
–
２
４
１
９

■
栄
養
士
・
調
理
師
免
許
に
関
す
る
手
数
料
の
免
除

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
に
よ
り
栄
養
士
・
調
理
師
免
許
証
を
亡
失
・
汚
損
し

た
方
等
に
対
し
、
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
各
種
手
数
料
を
免

除
し
ま
す
。

問□  

北
海
道
苫
小
牧
保
健
所 

☎
０
１
４
４
–
３
４
–
４
１
６

８
■
あ
つ
ま
ネ
ッ
ト
使
用
料
等
の
特
例

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

全
地
域
の
平
成
30
年
10
月
分
使
用
料
（
使
用
日
８
月
20
日

〜
９
月
19
日
）
と
吉
野
・
富
里
・
高
丘
・
幌
内
地
区
の
解
約

に
係
る
手
数
料
は
徴
収
し
ま
せ
ん
。
吉
野
・
富
里
・
高
丘
・

幌
内
地
区
は
サ
ー
ビ
ス
を
休
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
使
用
料

は
発
生
し
ま
せ
ん
。

問□  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
☎
２
７
–

３
１
７
９

■
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
っ
て
納
付
義
務
者
ま
た
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
の
所
有
す
る
住
宅
ま
た
は
家
財
に
被
害
を
受
け
た

場
合
な
ど
に
、
そ
の
被
害
の
程
度
に
応
じ
て
国
民
健
康
保
険

料
を
軽
減
す
る
減
免
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
–
７
８
７
１

受□ 

１
月
25
日（
金
）〜

■
介
護
保
険
料
の
減
免

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

地
震
に
よ
っ
て
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
世
帯
の
生
計
を

主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
所
有
す
る
住
宅
（
居
住
に
係
る
住

宅
）
ま
た
は
平
年
に
お
け
る
事
業
収
入
額
の
10
分
の
３
以
上

の
減
少
に
よ
る
損
失
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
被
害
の
程
度
に

応
じ
て
介
護
保
険
料
を
軽
減
す
る
減
免
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問□ 

町
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ 

☎
２
６
–
７
８
７
２

受□ 

１
月
25
日（
金
）〜

民
間
の
手
続
き
の
こ
と

■
法
律
相
談

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
、
無
料
電
話
法
律
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問□  

札
幌
弁
護
士
会 

☎
０
１
２
０
–
３
２
５
–
１
０
４
（
受

付
時
間
：
平
日
…
14
時
〜
17
時
）、
札
幌
司
法
書
士
会 

☎
０
１
２
０
–
１
１
５
–
５
５
９
（
受
付
時
間
：
10
時

〜
16
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
除
く
）

事
業
者
の
方
へ

■
中
小
企
業
者
向
け
融
資
制
度

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

今
回
の
災
害
が
原
因
で
売
上
高
等
が
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
地
震
災
害
等
に
よ
り
、
厚
真
町
は
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
保
障
第
４
号
に
お
け
る
指
定
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

問□  

産
業
経
済
課
経
済
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
–
２
４
８
６

■
厚
真
町
中
小
企
業
災
害
復
旧
資
金
融
資
制
度（
災
害
融
資
）

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

被
災
し
た
町
内
の
中
小
企
業
等
の
早
期
復
旧
と
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
に
運
転
資
金
・
設
備
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

問□  

産
業
経
済
課
経
済
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
–
２
４
８
６
、
苫

小
牧
信
用
金
庫
厚
真
支
店
☎
２
７
–
２
２
３
６
、
町
商

工
会
☎
２
７
–
２
４
５
６

■ 

中
小
企
業
災
害
復
旧
資
金
補
給
金

り
災
証
明
全
壊
－
大
規
模
－
半
壊
－
一
部
－

中
小
企
業
等
の
復
旧
に
係
る
経
費
の
軽
減
を
図
り
、
早
期

復
旧
と
経
営
の
安
定
化
の
た
め
、
災
害
融
資
に
係
る
利
子
の

一
部
を
補
給
し
ま
す
。

問□  

産
業
経
済
課
経
済
グ
ル
ー
プ 

☎
２
７
–
２
４
８
６
、
町

商
工
会
☎
２
７
–
２
４
５
６

問い合わせ　総務課災害復興グループ　☎27-2321

　平成30年北海道胆振東部地震で被災された皆さまへ主
な支援制度を取りまとめたガイドブックを発行しています。
制度の詳細や活用方法は各担当へお問い合わせください。

毎月第４金曜日
※内容を追加・変更した場合に発行します。
・町内全戸配布
 シルバー人材センターから各自治会へ配布されます。
※３月22日で全戸配布を終了します。変更や追加が
あった場合は、広報紙やホームページに掲載します。
・窓 口 設 置
 役場、総合ケアセンターゆくり、青少年センター、上
厚真支所
※3月22日以降も発行し設置します。

発 行 日

配布方法

生活再建に向けた支援ガイドブック 北海道胆振東部地震復興応援イベント
えがお咲く！

ＮＨＫファミリーフェス in 厚真町

会場：厚真スポーツセンター
３３0 ・３1月 日

日土
日 入場無料

ＮＨＫ室蘭放送局では、北海道胆振東部
地震による甚大な被害から復興へ向かう被
災地を応援するため、元気と笑顔を届ける
イベントを開催します。

イベント内容

問い合わせ：ＮＨＫプラネット北海道「ＮＨＫ
ファミリーフェス」係（☎011-207-2499）

・ワンワンとあそぼうショー（両日）
・びじゅチューン！ライブ（30日）
・Foorinとパプリカをおどろう！（31日）
・厚真郷芸保存会　和太鼓演奏（30日）
・厚真町民吹奏楽団　吹奏楽演奏（31日） ほか
詳しくは折り込みチラシをご確認ください。
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次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産

を
行
っ
た
際
に
、
出
産
前
後
の
一
定

期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
提

出
可
能
で
す
の
で
、
町
民
福
祉
課
町

民
生
活
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
（
受
付
開
始
は
４
月
か
ら
）。

◦
対
象
者

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

（
自
営
業
者
・
農
業
者
と
そ
の
家
族
、

学
生
、
無
職
の
方
な
ど
）
で
出
産
日

が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方
。

※
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

（
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
国
民
年

金
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
）
は
、
こ
の
制
度
の
該

当
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◦
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
期
間

出
産
日
ま
た
は
出
産
予
定
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
以

下
、「
産
前
産
後
期
間
」）
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
多
胎
妊
娠
（
双
子
以
上
の

妊
娠
）
の
場
合
は
、
出
産
日
ま
た
は

出
産
予
定
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月

前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※�

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す（
死
産
、

流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま

す
）。

※�

制
度
施
行
日
が
平
成
31
年
４
月
１

日
の
た
め
、
制
度
開
始
前
の
月
分

に
つ
い
て
は
該
当
に
は
な
り
ま
せ

ん
。

Ｑ
１
▽
産
前
産
後
期
間
の
免

除
は
、
年
金
額
を
計
算
す
る

と
き
に
免
除
期
間
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
か
？

Ａ
１
▽
産
前
産
後
期
間
と
し

て
認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
将

来
、
被
保
険
者
の
年
金
額
を

計
算
す
る
際
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。

Ｑ
２　
出
産
後
に
届
出
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
２
▽
出
産
後
で
も
届
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
の
産
前
産
後
期
間
は
、

出
産
月
の
前
月
か
ら
出
産
月

の
翌
々
月
ま
で
の
４
カ
月
間

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
３
▽
保
険
料
を
前
納
し
て

い
ま
す
が
、
産
前
産
後
期
間

の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す

か
？

Ａ
３
▽
保
険
料
を
納
付
さ
れ

て
い
る
場
合
、
産
前
産
後
期

間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま

す
。

Ｑ
４
▽
産
前
産
後
期
間
の
免

除
の
申
し
込
み
を
行
い
た
い

の
で
す
が
、
何
か
必
要
な
書

類
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
４
▽
届
書
を
提
出
す
る
場

合
に
は
、
母
子
保
健
手
帳
な

ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

例
平
成
31
年
２
月
15
日
が

出
産
日
の
場
合

例
平
成
31
年
７
月
15
日
が

出
産
日
の
場
合

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
国
民
み
ん
な
が
加
入
す
る

大
切
な
制
度
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
国
民
年
金
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
年
４
回
に
分
け
て
、

し
く
み
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
31
年
４
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
が
開
始

平成31年
９
月
８
月
７
月
６
月
５
月
４
月

〇 〇 〇 〇 単
胎

〇 〇 〇 〇 〇 〇 多
胎

免除（４カ月）

免除（６カ月）

平成31年 平成30年
４
月
３
月
２
月
１
月
12
月
11
月

〇 × × × 単
胎

〇 × × × × × 多
胎

制度開始前免除

免除 制度開始前

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
の

少
な
い
学
生
の
方
が
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
先
送
り
（
猶
予
）
で

き
る
制
度
で
す
。
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ

う
。

◦
学
生
納
付
特
例
の
メ
リ
ッ
ト

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

◦
対
象
者

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

等
に
在
学
さ
れ
る
学
生
の
方
で
、
本

人
の
前
年
所
得
が
「
１
１
８
万
円
＋

扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
」
以
下

の
方
が
対
象
で
す
。

◦
学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金

将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
補

う
た
め
に
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認

さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と（
追

納
）
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
追
納
に
あ
た
っ

て
は
申
込
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
苫
小
牧
年
金
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
手
続
き

町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
苫
小
牧
年
金
事
務
所
に
①
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
、
②
平
成
31
年
度
有
効
の

学
生
証
（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）

ま
た
は
在
学
証
明
書
、
③
印
鑑
（
本

人
が
自
署
の
場
合
は
、
押
印
不
要
）

を
持
参
し
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
30
年
度
と
同
じ
学
校
等
に
在
学

す
る
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
保

険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
は
が
き

形
式
）」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
と
、

平
成
31
年
度
（
平
成
31
年
４
月
～
平
成

32
年
３
月
）
も
学
生
納
付
特
例
の
申
請

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
学

生
証
の
コ
ピ
ー
や
在
学
証
明
書
の
添
付

は
不
要
で
す
。

○
在
学
す
る
学
校
等
に
変
更
の
あ
る
方

（
大
学
か
ら
大
学
院
へ
進
む
場
合
や
、

短
大
か
ら
４
年
生
大
学
に
編
入
す
る
場

合
）あ

ら
た
め
て
在
学
の
事
実
な
ど
に
つ

い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
学

生
証
の
コ
ピ
ー
や
在
学
証
明
書
を
お
持

ち
に
な
り
、
町
民
福
祉
課
町
民
生
活
グ

ル
ー
プ
ま
た
は
苫
小
牧
年
金
事
務
所
で

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
学
生
納
付
特
例
制
度
の

申
請
受
付
は
４
月
か
ら

相談・問い合わせ

ねんきん加入者ダイヤル　☎0570-003-004
受付時間　月曜～金曜日　８時30分～19時　第２土曜日　９時～17時
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日は利用できません。

町民福祉課 町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）　☎26-7871
日本年金機構苫小牧年金事務所　☎0144-36-6135

KOKUMIN NENKIN

平成31年度の国民年金保険料

月額16,410円 
納付は口座振替が便利です。
また、前納すると割引がありお得です。
納付が難しい方は免除申請ができます。

平
成
30
年
度
に
学
生
納
付
特
例

承
認
を
受
け
て
、
平
成
31
年
度

も
承
認
を
受
け
た
い
と
き
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お知らせ

町民福祉課 町民生活グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）

北海道後期高齢者医療広域連合　☎ 011‒290‒5601後期高齢者医療制度のお知らせ

医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保

険の自己負担額の合計が限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢
者医療制度および介護保険から支給されます。なお、手続きには市区町村
窓口への申請が必要です。

広域連合では被保険者の皆さまの医療費総額などについてお知らせす
る「医療費通知」を、対象期間に医療機関等を受診した全ての被保険者
へ送付します。発送日は、９月下旬と３月下旬の年２回です。

※この通知は皆さまの受診状況についてお知らせするもので請求書ではありません。
※ この通知は医療費控除の申告手続きで医療費の明細書として使用することができます。医療費控除の申

告に関することは、税務署にお問い合わせください。

○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○ 健康診査など、健康保持・増進に役立つ情報をお知らせします。
○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

医療費通知の
イメージ

高額介護合算療養費について

医療費通知を全受診者へ送付しています

 医療費通知の活用について

○ 後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場
合は対象となりません。

○支給額が500円以下の場合は支給されません。

※１世帯全員が住民税非課税で区分
Ⅰに該当しない方
※２世帯全員が住民税非課税であり、
世帯全員の所得が０円（公的年金収
入のみの場合、その受給額が80万円
以下）、または老齢福祉年金を受給
している方

申請される方は、町民福祉課町民生活グループにお申し出ください

負担割合 区　　分 自己負担額の
合計の基準額

３割
現役並み所得者 【課税所得690万円以上】 212万円

【課税所得380万円以上】 141万円
【課税所得145万円以上】 67万円

１割
一般 56万円
住 民 税
課税世帯

区分Ⅱ(※１） 31万円
区分Ⅰ(※２) 19万円

受診年月 診察を受けた医療機関等 診察区分 日数 医療費総額 自己負担額 食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

平成30年1月 〇〇病院 医科外来 1 18,000 1,800
平成30年2月 ××薬局 調剤 1 10,000 1,000
平成30年2月 △△病院 医科入院 5 202,000 20,200 15 11,490 5,400

合　計 230,000 23,000 11,490 5,400

北 海 道 知 事 選 挙
北海道議会議員選挙

投票日４月７日（日）

厚真町議会議員選挙
投票日４月21日（日）

身体に障がいがある方、要介護認定を受けている方のうち、一定の条件に
該当する方は、「郵送等による不在者投票」を利用することができます。あら
かじめ選挙管理員会から「郵送等投票証明書」の交付を受け、本人が自宅な
ど現住する場所で投票用紙に記載し、選挙管理委員会に郵送する方法です。

投票日の当日に仕事や冠婚葬祭、病気、旅行などで投票ができない方は「期
日前投票」を利用することができます。

期日前投票は、役場庁舎の他に厚南会館でも行っています。期日前投票は
全投票区の方が利用できますが、選挙の種類や投票所により実施期間が異な
りますのでご注意ください。

重度障がい者のための
郵送等による不在者投票

選挙当日の投票所は、住民票の
住所が投票区となります。仮設住
宅にお住まいの皆さまには、ご不
便をおかけしますが、ご理解をお
願いします。

なお、期日前投票は期間中どな
たでも投票できますので、お近く
の期日前投票所をご利用ください。

＜北海道知事選挙・北海道議会議員選挙＞
道内の他の市町村へ転出、道内の他の市町村から

転入した方は、市町村が発行する「引き続き北海道
の区域内に住所を有する旨の証明書」の掲示、また
は各投票所で引き続き道内に住所を有することの確
認を受けることが必要になります。

厚真町選挙管理委員会　☎27-2322

投票日に投票できない方は
期日前投票

投 票 区 投 票 所 投 票 区 の 区 域

第１投票所 総合福祉センター
桜丘、朝日、本郷、幌里、京町、表町
錦町、本町、新町、美里、上野、豊沢
宇隆、東和、豊川の一部

第２投票所 富里仮設集会所 幌内、富里、高丘、吉野

第３投票所 厚南会館
富野、共栄、上厚真、厚和、共和
清住、浜厚真、鯉沼の一部
豊川の一部、鹿沼の一部

第４投票所 豊丘マナビィハウス 豊丘、軽舞、鯉沼の一部、鹿沼の一部

期 日 前 投 票 所 選挙の種類 期　間

厚真町第１期日前投票
場所：役場庁舎　１階第２会議室

北海道知事選挙 ３月22日（金）～４月６日（土）
北海道議会議員選挙 ３月30日（土）～４月６日（土）
町議会議員選挙 ４月17日（水）～４月20日（土）

厚真町第２期日前投票所
場所：厚南会館　大集会室

北海道知事選挙
北海道議会議員選挙

３月30日（土）、３月31日（日）
４月５日（金）、４月６日（土）

町議会議員選挙 ４月19日（金）、４月20日（土）

選 挙 名 期 間 投票用紙交付請求締め切り
北海道知事選挙 ３月22日（金）～４月６日（土） ４月３日（水）まで北海道議会議員選挙 ３月30日（土）～４月６日（土）
町議会議員選挙 ４月17日（水）～４月20日（土） ４月17日（水）まで

＜全ての選挙で共通＞
選挙で投票する場所は、原則として住民票のある

市区町村です。異なる市区町村に転出した方で、住
民票を移していない、または住民票を移して３カ月
経過していない場合は、新しい住所地で投票できま
せん。

仮設住宅に入居している方へ

引っ越し（転入・転出）した方はご注意ください
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住民票の住所は、正確な住所の届出が必要です。

町民福祉課 町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）住所の異動手続きを忘れずに

進学のために厚真町外へ転出するときは、学生用の国民健康保険証を交付します。

町民福祉課 町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）国民健康保険のマル学保険証

国民健康保険の加入者が、大学などに進学するた
め町外に転出されるとき、学生用の国民健康保険証

（マル学保険証）を交付します。
マル学保険証が交付された国民健康保険加入者の

住所は町外になりますが、国民健康保険の資格は転
出前に所属していた町内の世帯の加入者となります
ので、転出先の市区町村で新たに国民健康保険に加

入する必要はありません。
また、マル学保険証該当者に係る国民健康保険料

は、転出前に所属していた町内の世帯の世帯主にこ
れまでどおり賦課されます。

マル学保険証の交付や返還には手続きが必要です。
手続きに必要なものを持参の上、町民福祉課町民生
活グループまたは上厚真支所に届け出てください。

住民票の住所の異動届(転出届・転入届・転居届
など)は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿へ
の登録などにつながる大切な手続です。市区町村
窓口での「正確な住所の届出」が必要です（法律
上の義務です）。

入学・就職・転勤などによる引っ越しで住所を
異動される方は、住民票の異動の届出（転出届、
転入届、転居届など）が必要です。

また、各種カード（マイナンバーの通知カード、
マイナンバーカード、住民基本台帳カード）の住
所は最新にする必要があります。

※上記のほかに現在お持ちの北海道国民健康保険証と印鑑を持参してください。

届 出 が 必 要 な と き 手 続 き に 必 要 な も の

○進学により町外へ転出する 入学したことが確認できる書類 
（学生証の写し、在学証明書の写しなど）

○学年・学校が変わった 在学中であることが確認できる書類 
（学生証の写し、在学証明書の写しなど）

○保険証に記載の住所に変更があった マイナンバー通知カードまたは住民票
○学生でなくなった 学生でなくなったことが確認できる書類 

（卒業証書の写し、退学証明書の写しなど）
○社会保険や他の健康保険が適用となる勤め先に勤務した
○社会保険や他の健康保険の被扶養者になった（扶養に入った）新たに加入した健康保険証の写し

⃝住民票の異動の届出（転出届、転入届、転居届等）
他の市区町村に転出する場合

厚真町内で転居する場合

厚 真 町 〈転出前〉 転出届を提出して転出証明書を受け取る
⇩

引越先の
市区町村

〈転入した日から14日以内〉
 転出証明書を添えて転入届を提出する

厚 真 町 〈転居した日から14日以内〉 転居届を提出する

ＱＲコードによるコンビニでの国税の納付が可能になります。

確定申告会場は大変混雑しますので、早めに提出してください。

苫小牧税務署　☎ 0144‒32‒3165（代表）

苫小牧税務署　☎ 0144‒32‒3165（代表）

国税をコンビニエンスストアで納付するためには、
税務署から交付又は送付されたバーコード付の納
付書がなければ利用できませんでしたが、平成31
年１月４日（金）から確定申告書等作成コーナー、
国税庁ホームページのコンビニ納付用ＱＲコード
作成専用画面から作成したＱＲコードを利用して、
一部のコンビニエンスストアから納付できるよう
になりました。

⃝ＱＲコード納付が利用できるコンビニ
・ 「L

ロ ッ ピ ー
oppi」端末が設置されているローソン、ナチ

ュラルローソン
・ 「F

フ ァ ミ
amiポート」端末が設置されているファミリ

ーマート
※ 従来のバーコード付納付書による納付については、

現在ご利用いただけるコンビニエンスストアで
引き続き利用可能です。

⃝利用方法
① 自宅などで作成、出力したＱＲコードをコンビ

ニ店舗へ持参
② ＱＲコードを「Loppi」や「Famiポート」のキ

オスク端末に読み取らせることによりバーコー
ド（納付書）を出力

③バーコード（納付書）レジに持参し納付

※ 納付できる金額は従来のコンビニ納付と同じく
30万円以下となります。

※ 作成したＱＲコードをスマートフォンなどに保
存し、キオスク端末に画面表示して読み取らせ
ることも可能です。

※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

ＱＲコードを利用した国税のコンビニ納付

確定申告はお早めに

平成30年分の所得税および復興特別所得税なら
びに贈与税の確定申告書の提出期限は３月15日

（金）、消費税および地方消費税（個人事業者）の確
定申告書の提出期限は４月１日(月)までです。

期限間近になりますと、確定申告会場は大変混雑
しますので、確定申告書は「前年の申告書控え」や

「確定申告の手引き」などを参考にご自分で作成し、
お早めに提出してください。

確定申告書は、国税庁ホームページの「確定申告
書等作成コーナー」で作成し、印刷して郵送などに

より提出することができます。
「確定申告書等作成コーナー」には、給与所得や

年金所得のみの方専用の初めての方でも操作しやす
い画面もありますので、ぜひご利用ください。

ご質問は、e-TAX・作成コーナーヘルプデスクに
お問い合わせください。

e-TAX・作成コーナーヘルプデスク
電　　話：0570‒01‒5901
受付時間：月曜～金曜日　９時～17時

せん定枝の無料回収 安平・厚真行政事務組合　☎ 22‒3151
町民福祉課 町民生活グループ　☎ 26‒7871

今年も次のとおり、せん定枝の無料回収を実施しますので、
内容を確認してごみの減量化・資源化にご協力願います。 無料回収期間：４月～１１月

※枝は50cm以内の長さに切り、ビニールひもなど（針金は
不可）でしばって、毎週月曜・木曜日（生ごみの日）に、ご
みステーションの横に出してください。
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町民福祉課 福祉グループ　☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）バス券・入浴券の交付

町外バス券
⃝交付枚数　１人につき月３往復分
⃝交付対象と券種

平成30年度の介護保険料段階 券　種
「第１段階」から「第３段階」の方 無 料 券
「第４段階」から「第９段階」の方 半額助成券

入 浴 券
⃝交付枚数（予定）　１人につき年10枚
※その他、行事（ペタンク大会・敬老会・新年交流会な
ど）に参加した方に交付します（１人につき年２枚まで）
⃝利用方法
証明証として「厚真町高齢者バス利用証」と「高齢者
バス無料券」が必要です。また、高齢者バス半額助
成券を利用する場合は、利用運賃の半額の支払い
が必要です。
⃝交付
３月26日（火）から平成31年度分を町民福祉課と上
厚真支所で交付しますので、印鑑をご持参ください。

⃝交付対象
・人工透析療法を受けている方
・指定難病と認定されている方
・身体障害者手帳の交付を受けている方
・療育手帳の交付を受けている方
・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方
⃝交付枚数　１人につき年12枚
⃝利用方法

「身体障害者等入浴無料身分証」と「身体障害者無料
入浴券」が必要です。
⃝交付
３月26日（火）から、平成31年度分を町民福祉課と
上厚真支所で交付しますので、該当要件を証明で
きるもの（手帳・指定難病受給者証など）と印鑑を
ご持参ください。

⃝ 対 象 者
①在宅精神障がい回復者

・精神障害者保健福祉手帳を所持している方

②腎臓機能障害者（人工透析）・指定難病・肝炎患者
・人工透析を受けている方で、町の送迎バスを利用していない方
・特定医療費（指定難病）受給者証をお持ちの方
・ウイルス性肝炎進行防止対策医療受給者証をお持ちの方

③重度心身障がい児等
・ 18歳未満の重度の障がい児のうち、身体障害者手帳１～２級（内

部障がいは３級まで）所持者
・ 療育手帳所持者でＡ判定またはＢ判定でIQ50以下の児童
・精神障害者保健福祉手帳１級を所持する児童
※保護者等の介護者１人についても対象となります

⃝助成内容
町外医療機関の通院に要する交通費
⃝通院期間
平成30年10月分～平成31年３月分まで
⃝申請書類
1通院交通費助成金交付申請書
2通院証明（医療機関で証明印をもらいます）
3 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保

健福祉手帳、特定医療費（指定難病）受給者
証、ウイルス性肝炎進行防止対策医療受給
者証のいずれかの写し

※ 12は町民福祉課福祉グループまたは上厚
真支所にあります

⃝申込期限
４月10日（水）まで

町内に住所があり、かつ居住されている方（生活保護受給者を除く）で、以下に
該当する方の通院（通所）にかかる交通費を助成しています。町民福祉課福祉グル
ープまたは上厚真支所に申請してください。

町民福祉課 福祉グループ☎ 26‒7872
（総合ケアセンターゆくり内）通院交通費の助成

町内に住所があり、かつ居住している満70歳以上
の方に「あつまバス・道南バス町外路線の無料券
または半額助成券」と「こぶしの湯あつまの無料
入浴券」を交付します。

町内に住所があり、かつ居住している満70歳未満
の方で、交付対象のいずれかに該当する方に「こぶ
しの湯あつまの無料入浴券」を交付します。

心身障がいや指定難病および肝炎患者の治療等にかかる交通費を助成します。

狂犬病予防注射の地区巡回を行います。

町民福祉課 町民生活グループ　☎ 26‒7871
（総合ケアセンターゆくり内）

狂犬病予防法により、犬の飼い主の方には、狂犬
病予防注射の接種と登録が義務付けられています。

毎年４月に町内各地区を巡回し、狂犬病予防注射
を行っていますので、ご利用ください。

⃝ 飼い犬の新規登録は、町民福祉課町民生活グルー
プで受け付けています。

⃝ 注射当日は混雑するため、未登録の犬がいる場合
は事前に登録をお願いします。

⃝ 犬が亡くなったり、住所や所有者の変更などがあ
った場合は、お早めに連絡をお願いします。

⃝生後91日以上の犬が対象です。
⃝ ４月の巡回接種を受けられない場合は、町が実施

する訪問注射（往診料1,000円加算）か、動物病
院で接種を受けてください。

登録（生涯１回）… 3,000円

狂犬病予防接種（毎年１回）… 3,110円

狂犬病予防注射

その不動産、本当に自分の名義？登記簿で確認してみませんか？

札幌司法書士会（初谷司法書士事務所） ☎ 011‒261‒9511不動産登記に関する無料相談会

⃝日時
３月27日（水）　10時～16時
⃝場所
総合福祉センター２階　青年室
⃝対象者
町民（り災証明の有無は問いません）

⃝相談の例
・親名義のままの土地がある
・持っている土地がどこにあるか分からない
・不動産を子供の名義に変えたい
・土地に古い担保がついたままになっている
・地震で権利証を紛失してしまった
・自分の土地の登記簿を見てみたい　　など
⃝その他
・ お持ちの不動産が多数の場合、一定数に限らせていただく場合

がございます。
・ 不動産の権利証や固定資産税の納税通知書など、不動産の所在

が分かる資料があればご持参ください。

４月10日（水）
８時30分 ～ ８時40分 幌内マナビィハウス前
８時45分 ～ ８時55分 幌内・小納谷守さん宅前
９時10分 ～ ９時20分 高丘生活会館前
９時30分 ～ ９時40分 旧富里生活館前
９時50分 ～ 10時 東和生活会館前
10時５分 ～ 10時15分 桜丘生活会館前
10時20分 ～ 10時30分 朝日マナビィハウス前
10時45分 ～ 10時55分 宇隆生活会館前
11時05分 ～ 11時15分 宇隆・浅野勝善さん宅前
11時25分 ～ 11時45分 役場庁舎前

４月11日（木）
８時20分 ～ ８時30分 ルーラルマナビィハウス前
８時40分 ～ ８時55分 豊沢マナビィハウス前
９時５分 ～ ９時20分 軽舞生活会館前
９時35分 ～ ９時45分 富野生活会館前
９時55分 ～ 10時５分 豊川生活会館前
10時10分 ～ 10時20分 上野生活館前
10時30分 ～ 10時40分 美里生活会館前
10時50分 ～ 11時５分 本郷マナビィハウス前
11時15分 ～ 11時25分 幌里生活館前

４月12日（金）
８時30分 ～ ８時45分 豊丘マナビィハウス前
８時55分 ～ ９時５分 鯉沼生活館前
９時15分 ～ ９時25分 鹿沼マナビィハウス前
９時40分 ～ ９時50分 浜厚真・阿部榮乃進さん宅前

10時 ～ 10時10分 厚和生活会館前
10時20分 ～ 10時30分 上厚真第５区生活会館前
10時35分 ～ 10時50分 厚南会館前

11時 ～ 11時10分 共和生活会館前
11時20分 ～ 11時30分 共栄生活会館前

４月14日（日）
７時10分 ～ ７時20分 旧本郷かしわ保育園横
７時25分 ～ ７時55分 役場庁舎前
８時15分 ～ ８時45分 厚南会館前
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黒川利道さん（幌内・80歳）が「平成30年度森と人を育てるコンクール」
森林所有者部門カラマツの部で優秀賞を受賞し、役場で賞状が伝達され
ました。
このコンクールは公益社団法人北海道森と緑の会などで構成する実行

委員会が主催で、適切な森林整備を実施し、模範となる優良林分を育て
ている森林所有者などを毎年表彰するものです。
黒川さんは「昨年9月の北海道胆振東部地震で山林の一部が崩壊してし

まいましたが、この賞を励みに地震で失われた緑を復活させたいです」と
話していました。

金谷ハナさん（共栄）が２月６日、満100歳を迎えられ、宮坂町長が内
閣総理大臣からのお祝い状と記念品を贈呈しました。
金谷さんは大正８年２月６日に上野で出生。昭和16年に結婚し、２男
５女を授かりました。
贈呈は、金谷さんが通うデイサービスセンターで行われ、息子の慶弘
さん夫婦や同施設利用者らと長寿をお祝いしました。

平成30年度水防功労者表彰式が東京都で行われ、胆振東部消防組合厚
真消防団（五十嵐次男団長）が国土交通大臣表彰を受賞しました。
同消防団は、北海道胆振東部地震後の昨年９月と10月に発生した台風
第24号、25号の接近に伴い、消防団員延べ53人が出動。避難勧告を発
令した富里地区や幌内地区など151世帯340人を戸別訪問し、住民に避
難を呼びかけ、町民の安全確保と被害の軽減に努めたことが評価されま
した。

日本自動車連盟（JAF）札幌支部と町の観光協定締結式を安平町と合同
で行いました。式は、安平町役場で行われ、JAF札幌支部の真野卓也事務
所長や宮坂町長、町観光協会の池川徹会長らが協定書に署名し、握手を
交わしました。
この協定は、ドライブ旅行の活性化による地域振興を図るもの。今後

はこぶしの湯あつまなどの観光情報が、ＪＡＦの広報媒体を通じて発信
されます。

右から小林あびら観光協会会長、及川安平
町長、真野JAF札幌支部事務所長、宮坂町
長、池川町観光協会会長

「スターフェスタ2019inあつま（商工会青年部主催）」と、「第19回ラ
ンタン祭り（同実行委員会主催）」が、こぶしの湯あつま周辺で行われ、
町内外から大勢の人が訪れました。
開会式の冒頭では、昨年９月に発生した北海道胆振東部地震で犠牲に

なられた方々に黙とうをささげました。
会場周辺は地元の企業や団体、学校、個人の協力によって作製された

約5,000個の氷のランタンが飾られ、温かで幻想的な灯りが会場を包みま
した。また、今年は小樽市の小樽雪あかりの路実行委員会から町災害ボ
ランティアセンターに寄贈されたろう製の灯籠「ワックスボール」15個
も灯りました。　
イベントの終盤には、こぶしの湯から見渡せる雪原に今年の干支であ

る「亥」の文字焼きが浮かび上がり、直後に約2,000発の花火が冬の夜空
に打ち上げられると、会場は歓声が沸き起こりました。
来場者は優しい光に癒されながら、厚真の味覚やさまざまな催しを楽

しんでいました。

加賀谷厚三さん（宇隆・84歳）が紺綬褒章を受章し、役場町長室で伝
達式が行われました。
加賀谷さんは教育振興のためにと昨年10月に町へ多額の寄付をされま
した。紺綬褒章は、公益のため多額の私財を寄付した功績顕著な個人や
団体に国から授与されるものです。

町内の農協、商工会、漁協の青年部が組織する連絡協議会「あつま新
鮮組」（上道和恵会長）が、創立30周年を記念し、モザイクアートの制作
イベント「巨大あつまるくんモザイクアートチャレンジ」を厚真中央小
学校で行いました。
イベントには町内の幼児や町外からのボランティアなど70人が参加。
参加者は折り紙を町公式キャラクターのあつまるくんに見立てた形に折り、
3,000枚を縦４メートル横６メートルの模造紙に貼り付けました。
また、題字は北海道栄高校書道部で上厚真在住の大山みどりさん（３年）
が音楽に合わせながら字を書く、書道パフォーマンスを披露し、会場か
ら大きな拍手が送られました。
上道会長は「地震の影響で、一時は開催を悩みましたが、無事に終え
ることができてほっとしています。若い世代が楽しみながら交流できた
と思います」と話していました。

黒川利道さんが
森と人を育てるコンクール優秀賞に

金谷ハナさん100歳のお祝い

厚真消防団が
水防功労者国土交通大臣表彰を受賞

さらなる観光振興をめざし
町と観光協会がJAFと観光協定を締結

厚真の冬の２大イベント
スターフェスタ・ランタン祭り

加賀谷厚三さんが紺綬褒章を受章

あつま新鮮組が創立30周年を記念し
巨大あつまるくんモザイクアートを作成
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日
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あつま
１月～2月の
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問い合わせ　室蘭地方気象台　☎0143-22-4249融雪による災害
３月から５月は融雪期となります。融雪と

は、積雪が大雨や気温の上昇により解ける現
象です。融雪が原因となって起こる災害には、
住居の浸水害、道路や田畑の冠水害、斜面の
土砂災害、河川の増水や氾濫などの洪水害が
あります。
気象台では、気温の上昇や日射、雨、強風

等により雪解けが進み、浸水やがけ崩れ等の
災害が発生するおそれがあると予想したとき
に、融雪注意報を発表します。
また、大雨や融雪により河川が増水し、災

害が発生するおそれがあると予想したときに、
洪水注意報や洪水警報を発表します。
胆振・日高地方で最近の融雪災害としては、

平成30年３月８日から９日にかけて発生し
ました。前線を伴った低気圧が北海道を通過
し、上空1,500メートル付近で５月中旬から
下旬並みの暖かく湿った空気が南から流れ込
みました。このため、胆振・日高地方では、
８日夜からやや強い雨が降り、９日にかけて
各地で３月としては記録的な大雨となりまし

た。これらによって雪解けが進み、道路の冠
水、住家の床下浸水、河川の増水などの被害
が発生したほか、ＪＲの運休、国道・道道の
通行止めなど交通機関が乱れました。
３月から５月の河川は流れが速く水も冷た

いので、暖かな天気のいい日であっても、川
遊びなどで不用意に川に近づくのは危険です。
特に平成30年北海道胆振東部地震で揺れ

の大きかった地域は、初めての融雪期となり
ます。地震前と比較して、斜面が変状しやす
くなっている可能性があることから、降雨時
や気温が高い日は、斜面に近づかないなど、
テレビ・ラジオやインターネット等で最新の
気象情報を確認し、的確な行動をとることが
重要です。

ファイターズ戦にご招待！
厚真町応援デー

北海道日本ハムファイターズでは４月13日（土）14
時から札幌ドームで開催される千葉ロッテマリーンズ
戦に町内にお住まいの方50組100人を招待します。
※応募多数の場合は抽選となります。

•申込方法　 パソコンやスマートフォン、携帯電話からＵＲＬまたはＱＲコード
で申し込みフォームにアクセスしてお申し込みください。
https://www.fi ghters.co.jp/expansion/invitation/2019/

•申込期間：３月15日(金)まで
•対象席種：C指定席（塁側・お座席位置はお選びいただけません）

〔その他〕
・ 当選者の方で別の席種をご希望される場合は、試
合日当日に札幌ドーム場内前売券売場で座席変更
を受け付けします（有料・席数限りあり）。
・ 当落通知は、試合日の1週間前までにメールで
送付します。〔fi ghters.co.jp〕および〔fmail.
fi ghters.co.jp〕の各ドメインからのメールを受
信できるよう事前に設定をお願いします。
・ 応募いただいた個人情報は㈱北海道日本ハムファ
イターズが適切に管理し本件を含むチケット関連
のダイレクトメール・アンケートなどによる案内
以外には利用されません。

〔注意事項〕
球場内でファウルボールや折れたバット等により負
傷された場合、応急処置はしますが、主催者・球場
管理者に帰責事由がある場合を除き、その後の責任
は負いかねますので、ご了承ください。

〔問い合わせ〕
北海道日本ハムファイターズ　お客様センター
☎0570-005-586

募集職種
人 員

① こども園臨時保育士　若干名
② こども園臨時事務職員　２人

応募資格
① 保育士資格を有する方、または資格取得見

込みの方

②
普通自動車免許を有していてパソコン(文
書作成ソフト・表計算ソフト)を操作でき
る方

勤務時間 ① ７時30分～18時30分のうち応相談
② ８時30分～17時30分のうち応相談

勤 務 日
① 日曜·祝日を除く週６日間のうち応相談
② 土曜·日曜·祝日を除く週4～5日のうち応

相談

賃 金
① （ｲ） １日7.75時間、週５日勤務の場合

月額165,700円～（経験による、賞与あり）
（ﾛ）時給970円

② １日7.75時間、週５日勤務の場合
月額149,300円（賞与あり）

勤務期間
①（ｲ）
②

 平成31年４月1日～平成31年９月30日（更
新の場合あり）

①（ﾛ）平成31年４月1日～平成32年3月31日
そ の 他 社会保険などは法律に基づき適用されます。
応募方法 履歴書（写真貼り付け）と資格証明書（コピー可）を３月20日（水）までに提出してください。
応 募
問い合わせ

町民福祉課 子育て支援グループ
（〒059‒1692　京町120　☎26‒7872）

募集職種
人 員

① 放課後児童クラブ支援員（時給）　若干名
② 代替支援員　若干名

応募資格

（ｲ） 放課後児童支援員の資格を有する方
（ﾛ） 保育士、教員、児童厚生員などの資格を有する方
（ﾊ） 放課後児童クラブの仕事に興味があり熱意がある方

勤務時間

①
学校開業日…10時～18時30分のうち４時間
（下校時間の都合に勤務時間の変更あり）
学校休業日・土曜日…７時30分～18時30分
のうち５時間～７時間45分

②
学校開業日…10時～18時30のうち３時間
（下校時間の都合に勤務時間の変更あり）
学校休業日・土曜日…７時30分～18時30分
のうち指定した時間

勤 務 日 ① 日曜・祝日を除く週6日間のうち原則5日間
② 支援員が不足した場合に勤務

賃 金（ｲ）（ﾛ）時給970円（ﾊ） 時給900円
勤務期間 平成31年４月1日～平成32年3月31日
そ の 他 社会保険などは法律に基づき適用されます。
応募方法 履歴書（写真貼り付け）と資格証明書（コピー可）を３月20日（水）までに提出してください。
応 募
問い合わせ

教育委員会 生涯学習課 社会教育グループ
（〒059－1601　京町165－1　☎27－2495）

こども園つみき・宮の森こども園 放課後児童クラブ

臨 時 職 員募 集

#ATSUMA LOVER<あつまラバー > 入賞作品発表
昨年6月11日～11月30日まで開催していた写真投稿企画「#ATSUMA 

LOVER」の応募作品158点の中から入賞作品が決定しました。応募いただい
た皆さん、ありがとうございました。
昨年12月から、厚真町を支援した人、想いを寄せる人などが一つになって

前を向き、一歩ずつ進んでいけるような“愛”ことば「ATSUMA LOVERS」
を制作しました。今後も、あなたが見る今や、あなたのその想い、愛するこ
とを写真に撮り、「#atsumalovers」をつけて共有してください。

厚真町の愛すべきコトやモノの写真をSNSに投稿しよう！

問い合わせ　まちづくり推進課企画調整グループ　☎27－3179

k8111miyashitaさん
THE Local
今日は豊丘天満宮の秋祭り☆
Atsuma forever
Toyooka forever

satoshi_marさん
震度7の地震から2週間、この間多
くのサーフィン仲間やボランティ
アさんがルーラル避難地区に手伝
いに来てくれました。皆さんのお
かげでホームで練習再開すること
が出来ました！

yu35sunmoonさん
せっかちさんの実が
ちらほら出てきた
ハスカップ畑

今年もおいしいハスカップが
たくさんなりますように

入 
賞

入 
賞

入 
賞
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■
ス
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
＆
ラ
ン

タ
ン
祭
り

２
月
２
日
、「
こ
ぶ
し
の
湯

あ
つ
ま
」
を
会
場
に
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
に
学
校
全
体
を

上
げ
て
参
加
し
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
て
ラ
ン
タ
ン
を
配
置
す
る

ス
タ
イ
ル
で
の
参
加
で
し
た

が
、
今
回
は
ラ
ン
タ
ン
制
作

か
ら
の
参
加
で
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
の
３
週
間
前
か
ら
作
り

始
め
、
計
２
５
０
回
の
ラ
ン

タ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
初
め

て
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
な
か
な
か
上
手
く
作

れ
ず
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で

し
た
。
途
中
、
気
温
が
高
い

日
が
続
く
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も

あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト

直
前
に
目
標
の
個
数
を
ど
う

に
か
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
尽

力
し
た
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、

花
火
は
格
別
に
き
れ
い
に
見

え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
１
年
生
宿
泊
研
修

２
月
６
日
〜
８
日
、「
国
立

日
高
青
少
年
自
然
の
家
」
を

会
場
に
１
年
生
が
宿
泊
研
修

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
全
３

ラ
ウ
ン
ド
の
ス
キ
ー
研
修
で

は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

方
々
か
ら
指
導
を
受
け
、
か

な
り
上
達
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
終
日
は
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講

習
を
受
け
、
相
手
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

■
２
年
生
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

２
月
６
日
、
２
人
の
講
師

を
お
招
き
し
て
、
働
く
こ
と

の
動
機
付
け
や
就
職
面
接
の

作
法
、自
ら
考
え
て
動
く
「
就

職
力
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
特
に
、
自
ら
進
路
活
動

に
取
り
組
む
「
就
職
力
」
の

養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
じ
も
と
×
し
ご
と
発
見

フ
ェ
ア

２
月
12
日
、
１・
２
年
生
全

員
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

厚
高
で
は
、
就
職
内
定
率

１
０
０
％
を
実
現
す
る
た
め

に
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
職

業
観
や
動
機
付
け
を
養
う
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
機
会

を
作
っ
て
い
ま
す
。

■
厚
高
活
性
化
連
携
会
議

２
月
13
日
、
地
域
か
ら
評

価
さ
れ
る
高
校
を
目
指
し
て
、

今
年
度
か
ら
町
と
高
校
の
連

携
を
深
め
る
取
組
を
始
め
ま

し
た
。
議
会
等
の
中
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

２月の厚高

厚高インフォメーション
Atsuma High school Information 

Vol.231

厚真中央小学校６年

中
なか
村
むら
 美
み お う
桜さん

深
ふか
澤
ざわ
 菜
な
々
な
美
み
さん

金
かな
澤
ざわ
 優
ゆ
奈
な
さん

◉
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
結
果
に
つ
い
て
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
毎
月
15
日
ま
で
）

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
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–
２
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５
）

町民の活躍町民の活躍
〈
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ウ
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〉

●
Ｋ
Ｕ
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２
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１
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２
月
９
日
・
東
京
／
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
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ボ
ウ
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
）・
ジ
ュ
ニ
ア
ア
マ
チ
ュ
ア
部
門
97
位
▽
矢
部
太
朗
（
豊
丘
・
９
歳
）

健　康　情　報
災害後こそ、心とからだのケアを

保健師

笹森  あゆみ

今月の担当

Ｈ31.３27

災害発生後、被災者の心理状
態はおよそ３相性の段階を踏ん
で経過します。
①ぼうぜん自失期：誰しも

ショックを受け、ぼうぜん自失
の状態になる。気分は消極的、
抑うつ的で、個人差はあるが、
災害時から数時間～数日続く。
②ハネムーン期：劇的な災害

体験を共有し、くぐり抜けてき
たことで、被災者同士が強い連
帯感で結ばれる。援助に希望を
託しつつ、被災地全体が暖かい
ムードに包まれる。時期が数日
～数週間または数か月続くが、

生活ストレスは増大する。
③幻滅期：災害直後の混乱が
おさまり始め、復旧に入る。メ
ディアが災害を報じなくなり、
被災地以外の人々の関心が薄れ

る頃になると、人々はやり場の
ない怒りにかられことがある。
自分の生活再建と個人的な問題
の解決に追われ、地域の連帯感
が失われる場合もある。

●中長期の心理的問題（二極化）
中長期的な時間の経過とともに、全体としては

心の健康を回復させ、地域の復興が進む半面、負
荷の大きかった人は、回復が遅れたり、周囲から
取り残されやすい傾向にあり、格差が生じます。
①多くの被災者は、時間の経過とともに自然回

復します。
②個人の回復にはそれぞれの速度があり、負荷

の大きかった人は回復が遅れることがあります。

●対応のポイント
・安心・安全感
ホッとする、安心する、気持ちがなごむ、みん
なで笑える時間や場所があると心が楽になります。
・まわりの人との心の絆
遊び、作業、行事、雑談などを通じて「ひとりじゃ
ない」と感じることができると安心感につながり
ます。
・気持ちを話す
話す、泣く、笑うなどの素直な気持ちを表に出
しましょう。泣きたいのを我慢したり、つらいの
に普通にしようとしなくても良いのです。でも、
無理に気持ちを伝える必要はありません。

北海道胆振東部地震発生から６カ月が経ちました。災害発生から時
が経つとメディアは災害について報じなくなり、被災地以外の人々の
関心は薄れるようになります。災害発生以降、環境が変化していく中で、
被災者の心理的状態も変化していきます。今回の健康情報では、被災
者に起こる心理状態の変化や対応のポイントについてお伝えします。

日時間

積
極
的

発
揚
的

心
理
状
態

時間経過

③幻滅期

②ハネムーン期

①ぼうぜん自失期消
極
的

抑
う
つ
的

週 月 年

被
災
者

生活再建、精神的立ち直り

取り残され感
孤立無援
PTSD、うつ

アルコール問題、ひきこもり

①

②

時間経過

々美さん 山
やま
下
した
 翔
さね
照
てる
くん

佐
さ
藤
とう
 涼
りょう
太
た
くん

久
く
保
ぼ
 永
と
渉
わ
くん

●被災者の心理状態の経過

やさしい精神保健講座
◆日時：３月19日（火）13時～15時
◆講師： 室蘭工業大学 環境科学・防災研究センター

教授 前田潤氏
◆場所：総合ケアセンターゆくり　２階介護学習室
申し込みは３月18日（月）までに町民福祉課健康推進グ
ループへ（電話：26－7871・ファックス：26－7733）
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保健の掲示板

４月

あつまクリニック　☎ 27‒2422
京町15（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分)

町民福祉課 健康推進グループ　☎ 26‒7871
京町165‒1（総合ケアセンターゆくり内）
（受付時間　9時～11時30分、14時～16時30分）

問い合わせ
予約・受付

◉ 随時受け付けている予防接種◉ 予約が必要な予防接種

健診・相談

予防接種

ＢＣＧ
対 象 生後５カ月～１歳未満
予 約 先 あつまクリニック※１週間前までに予約してください

Ｂ型肝炎
対 象 生後２カ月～１歳未満
標準的な
接種時期

(初回)27日以上あけて２回
（追加）１回目終了後から20～24週あけて１回

ヒブ
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加）生後７～13カ月あけて１回

小児肺炎球菌
対 象 生後２～60カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後２～７カ月（27日以上あけて３回）
（追加） 生後12～15カ月（初回後60日以上あけて１回）

四種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳・ポリオ）
対 象 生後３～90カ月未満
標準的な
接種時期

（初回） 生後３～12カ月に20～56日あけて３回
（追加）初回後12～18カ月あけて１回

日本脳炎

対 象
３～９歳
※特例で20歳未満まで接種ができます。詳しくは町
保健師にお問い合わせください。

標準的な
接種時期

（１期初回）３歳：６～28日あけて２回
（１期追加）４歳：  １期初回終了後約１年あけて１回
（２　　期）９歳：１回

水痘（水ぼうそう）
対 象 生後12～36カ月未満※すでに罹患済みの場合は対象外
標準的な
接種時期

(初回)生後12～15カ月未満に１回
(追加)初回後６～12カ月後に１回

ＭＲ混合（麻しん・風しん）

対 象
①生後12～24カ月までのお子さん
② 平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれのお
子さん（小学校就学前の１年間）

おたふくかぜ（任意）

対 象
１～３歳未満
※任意の予防接種ですが町独自の助成により無料
※すでに罹患済みの場合は対象外

予 約 先 あつまクリニック

小児マヒ(ポリオ)

対 象
生後３～90カ月未満
※生ポリオワクチン(２回)および四種混合ワクチ
ンをすでに受けている場合は不要

標 準 的 な
接 種 時 期

（初回）生後３～12カ月に３回
（追加）初回後12～18カ月後に１回

予 約 先 町民福祉課健康推進グループ※１週間前までに予約してください

乳幼児相談
対 象 平成30年１月12日～平成31年２月11日生まれ（生後２～14カ月）のお子さんと保護者
と き ４月11日（木）10時～11時15分
と こ ろ 厚真子育て支援センター
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル

歯科健診・フッ素塗布

対 象

①こども園に入園していない１歳から就学前
のお子さん（※個別にご案内します。）
②都合によりこども園で実施できなかったお
子さん、１歳未満で歯が８本以上生えている
お子さん

とき・ところ ４月22日(月)総合ケアセンターゆくり４月24日(水)厚南子育て支援センター
申 し 込 み ４月15日（月）までに町民福祉課健康推進グループにお申し込みください。
持 ち 物 歯の健康ノート、歯ブラシ、コップ、タオル

予防接種について＜共通事項＞

接種場所

接種できる日
受　付

持ち物
あつまクリニック

毎週 月・水・金 曜日
町民福祉課健康推進グループ
（接種当日）

印鑑、母子健康手帳

相談・検査の名称 内　容 日　程 受付・予約
総合保健・医療相談 保健・医療・福祉などの相談 毎週 月~金※祝日除く 随時受付
女性の健康相談 妊娠、出産、子育てなど女性の心身の相談 ３月19日 火 予約：苫小牧保健所

☎0144‒34‒4168こころの健康相談 こころの病気・思春期の不適応などの相談 ３月14日 木

保健所の相談・検査をご利用ください　問い合わせ　苫小牧保健所　☎ 0144－34－4168

厚真子育て支援センター　☎27－2438
京町152（こども園つみきに併設）

厚南子育て支援センター　☎28－3155
上厚真258－7（宮の森こども園に併設）

問い合わせ・予約・相談

４月のよてい
子育て支援センター

自由開放
９時～11時30分、13時～14時

子育て相談
14時～16時（火曜・木曜日）
※事前の連絡をお願いします。

サークル活動
14時～16時（月曜・水曜・金曜日）
※予約制です。詳しくは各支援センターにお問い合わせください。

おはなし  のびっこ（申し込み不要）
日　時：４月25日（木）　10時
場　所：厚真子育て支援センター
内　容：絵本・パネルシアターなど

〔子育て講座〕  親子ヨガ
日　時：４月16日（火）　10時～11時
場　所：厚南子育て支援センター 
内　容：親子でできる簡単ヨガ
服　装：動きやすい服装
持ち物：汗拭きタオル、ドリンク、ヨガマット（ある方のみ）
※申し込みは４月９日（火）までに厚南子育て支援センターへ

３歳以下のお子さんの写真を募集しています。住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、両親の氏名（ふりがな）、電話番号
を明記の上、まちづくり推進課企画調整グループへ。　　〈メール〉kikaku@town.atsuma.lg.jp

まちの
アイドル

やまぎし みなとくん（3）さとう つむぎちゃん（3）

Helloえいご・えいごであそぼう　10時～10時30分
各センターで毎月２回程度、ＡＬＴの先生と遊び
を通して英語に触れる事ができます。興味のある方
は各センターにお問い合わせください。

診療科目 内科・小児科
住 所 苫小牧市旭町2‒9‒2
電 話 0144－32－0099 

診療時間

日程 区分 病　　院　　名 住　所（苫小牧市） 電話(0144)
７日
（日）

内科系 おおはた内科循環器クリニック 三光町１－２－11 ３８－８５００
外科系 ケーアンドエークリニック 日新町２－６－１ ７１－２０００

14日
（日）

内科系 苫小牧澄川病院 澄川町７－９－18 ６７－３１１１
外科系 同樹会苫小牧病院 新中野町３－９－10 ３６－１２２１

21日
（日）

内科系 とまこまい北星クリニック 拓勇東町４－４－６ ５７－８０００
外科系 苫小牧日翔病院 矢代町２－９－13 ７２－７０００

28日
（日）

内科系 たかやなぎ小児科 日新町２－７－８ ７１－２１１５
外科系 アーク整形外科クリニック ときわ町３－15－34 ６８－６１１１

29日
（月祝）

内科系 やまざきこども医院 大成町２－３－１ ７５－１１３３
外科系 とよた腎泌尿器科クリニック 元中野町２－17－12 ３１－２０００

平 日 19時～翌朝7時
土 曜 日 14時～翌朝7時
休 日 ９時～翌朝7時

４月の日曜・祝日当番医　診療時間：９時~17時 苫小牧市夜間休日急病センター

北海道救急医療・広域災害情報システム

夜間・休日・年末年始は急病センタ
ーも診察を受け付けています。

近くの医療機関などが検索できます
http://www.qq.pref.hokkaido.jp
☎0120－20－8699
☎011－221－8699(携帯·PHSから)

※肝炎ウイルス検査、骨髄バンク登録、ＨＴＬＶ－１抗体検査、ＨＩＶ検査（エイズ相談）は、事前に予約が必要です。
詳しくは上記にお問い合わせください。
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パ
ソ
コ
ン
講
習

４
月
は
初
級
者
向
け
２
コ
ー
ス

（
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
、ワ
ー
ド

２
０
１
０
で
作
る
文
書
（
初
級
））、

中
級
者
向
け
１
コ
ー
ス
（
エ
ク
セ

ル
２
０
１
０
で
作
る
集
計
表
、（
初

級
））、の
計
３
コ
ー
ス
を
実
施
予
定

で
す
。

■
講
習
の
日
程
・
受
講
料
な
ど

詳
し
く
は
苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

苫
小
牧
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
４
４
－
５
５
－
６
６
２
２
、

Hhttp://w
w

w
.tom

akom
ai.

ac.jp/

）
自
動
車
税
の
住
所
変
更
を 

お
忘
れ
な
く 

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。
▽
住
所
が
変

わ
っ
た（
変
更
登
録
）
▽
自
動
車
を

売
買
し
た（
移
転
登
録
）
▽
自
動
車

を
使
用
し
な
く
な
っ
た（
抹
消
登
録
）

平
成
31
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通

知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、

３
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き

は
、
札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更
手
続
き
が

可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税

部
（
☎ 

０
１
１
－
７
４
６
－

１
１
９
７
、
Hhttp://w

w
w

.
pref.hokkaido.lg.jp/sm

/zim
/

address/index.htm

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
市
民
審
査
員
募
集 

■
活
動
場
所

札
幌
市
中
央
区（
大
通
公
園
周
辺
）

■
活
動
内
容

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

に
お
け
る
演
舞
の
審
査

■
応
募
条
件

①
祭
り
の
理
念
お
よ
び
本
募
集
要

綱
に
賛
同
し
、
真
剣
に
演
舞
を
審
査

し
て
い
た
だ
け
る
方
、
②
平
成
31
年

６
月
時
点
で
中
学
生
以
上
の
方
、
③

チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方
、
④
６
月

８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）
の
指
定

さ
れ
た
時
間
（
い
ず
れ
か
１
日
）
に

審
査
可
能
な
方

■
応
募
方
法

①
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
パ
ソ
コ
ン
あ
る
い
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
②
応
募
用
紙
を
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し

く
は
実
行
委
員
会
に
連
絡
し
て
取
り

寄
せ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
あ
る
い
は
郵
便

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

４
月
19
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

※
抽
選
結
果
の
通
知
は
５
月
上
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
定
員

全
１
４
０
人

■
問
い
合
わ
せ

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
実
行
委
員
会
（
☎
０
１
１
－

２
３
１
－
４
３
５
１
、
FAX
０
１
１
－

２
３
３
－
４
３
５
１
、
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w
w

w
.yosakoi-soran.jp/ 

、
E　

shinsa@
yosakoi-soran.jp

、

〒
０
６
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－
０
０
０
１
札
幌
市
中
央

区
北
１
条
西
２
丁
目
北
海
道
経
済
セ

ン
タ
ー
４
階
）

働
き
方
改
革
関
連
法
の 

お
知
ら
せ

厚
生
労
働
省
で
は
、
２
０
１
９
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
働
き
方

改
革
関
連
法
に
対
応
し
た
３
６
（
サ

ブ
ロ
ク
）
協
定
な
ど
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
厚
生

労
働
省
ま
た
は
北
海
道
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
労
働
基
準
監
督
署
労
働

時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
働
き

方
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
と

し
た
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

北
海
道
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・

賃
金
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
０
０

－
９
１
９
－
１
０
７
３
）、
苫
小
牧

労
働
基
準
監
督
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（
☎
０
１
４
４
－

３
３
－
７
３
９
６
）
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○�この冬も引き続き ｢無理のない範囲での節電｣
にご協力をお願いいたします。

○�詳しくは、ほくでんホームページを�
ご覧ください。

北海道電力からのお願い

石油貯蔵施設立地対策等交付金とは石油貯
蔵施設の設置に伴い、周辺の地域における住
民の福祉の向上を図るため、特に必要と認め
られる公共施設の整備事業に対して交付され
るものです。胆振東部消防組合の管轄内（厚
真町）に石油備蓄基地があり平成30年度消
防組合に9,402万5,000円が交付され、町内
では消防団員用防火衣、小型動力ポンプの整
備と、救助工作車および大型化学高所放水車
の整備に向けた基金造成に活用されています。

石油貯蔵施設立地対策等交付金事業で整備

問い合わせ
胆振東部消防組合�消防本部�企画管理課

☎26-7100

４月の運転免許証更新時講習の日程

苫小牧市交通安全センターで行っている運転免
許証更新時講習（優良）の日程をお知らせします。
このほかの講習日程（一般、違反、初回）につ
いては、下記までお問い合わせください。

10時30分～11時
２日（火）、５日（金）、８日（月）
９日（火）、12日（金）、15日（月）、
18日（木）、19日（金）、23日（火）、
25日（木）、26日（金）

13時30分～14時 １日（月）、16日（火）
15時30分～16時 11日（木）、24日（水）

�問い合わせ
（一社）苫小牧地区交通安全協会　☎0144-33-1458

イベントカレンダー ４月

ち毎週日曜▷ちびっこデー
小学生はサービス券2枚
㋛毎週月曜▷シルバーデー
65歳以上はあつまるカードポイント３倍
㋱毎週火曜▷メンズデー
男性はサービス券2枚
㋹毎週木曜▷レディースデー
女性はサービス券2枚
⃝町最終金曜▷町民の日
誕生月の町民の方はレストラン利用で入浴無料
⃝フ最終日曜▷ファミリーデー
お子さま連れのご家族は入浴と食事がセットでお得

・2と6のつく日はポイント3倍デー
あつまるカードポイント３倍

・毎月26日は風呂の日
あつまるカードポイント3倍、サービス券2枚
�毎週月曜・火曜（祝日除く）▷ビールが半額
��毎週木曜・最終日曜▷ソフトクリーム半額

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ 5 6
㋛ ㋱

３倍
㋹� ３倍

7 8 9 10 11 12 13
ち ㋛ ㋱ � ㋹� ３倍
14 15 16 17 18 19 20
ち ㋛

２倍
㋱
３倍

㋹�

21 22 23 24 25 26 27
ち ㋛

３倍
㋱ ㋹�

２倍
風呂

28 29 30
ち� ㋛ ㋱

�

問い合わせ　こぶしの湯あつま　☎26-7126

マチの善意

◇受付期間　４月12日（金）まで
◇受験資格
昭和62年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた者
◇試験区分
Ａ区分：�学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業し

た者（2020年３月末日までに卒業見込みの者を含
む）

Ｂ区分：�Ａ区分以外の者�
（学校教育法による高等学校に在学中の者を除く）

◇試験日　一次試験　５月18日（土）
◇試験会場　苫小牧警察署ほか
◇問い合わせ
苫小牧警察署警務課
☎0144-35-0110(内線211･214･256)

◇受験資格
平成元年４月２日～平成10年４月１日生まれの者
平成10年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
①�大学を卒業した者および平成32年３月までに大学を卒
業する見込みの者
②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者

◇インターネット受付期間
３月29日（金）～４月10日（水）
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
◇試験日
・第１次試験　６月９日（日）
・第２次試験　７月16日（火）・17日（水）・18日（木）の指定され
た日
◇受験申込書提出先（郵送または持参の場合）
北海道労働局総務部総務課　〒060‒8566　札幌市北区北
８条西２丁目１番１　札幌第一合同庁舎９階
◇問い合わせ
北海道労働局（☎011‒709‒2311　内線3511）または最寄
りの各労働基準監督署

町職員の人事異動
〔町人事〕
２月１日付　任期付職員
まちづくり推進課企画調整グループ主幹
小松　豊直
３月１日付　新規採用
産業経済課経済グループ主事
齋藤　陸

平成31年度　労働基準監督官採用試験

平成31年度（第１回）北海道警察官採用試験
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問い合わせ窓口
〔ゆ〕…総合ケアセンターゆくり内　〔青〕…青少年センター内　〔か〕…旧かしわ保育園内

問い合わせ内容 担 当 部 署 電 話 番 号
防災対策一般 研修防災グループ ２７－２３２2
義援金 総務課財政グループ ２７－２４８１り災証明・被災証明 総務課税務グループ
社会福祉・生活再建 町民福祉課福祉グループ〔ゆ〕 ２６－７８７２子育て 町民福祉課子育て支援グループ〔ゆ〕
高齢者福祉 町民福祉課地域包括支援センター〔ゆ〕

２６－７８７１

戸籍、住民登録
墓地
国民健康保険
ごみ

町民福祉課町民生活グループ〔ゆ〕

健康相談 町民福祉課健康推進グループ〔ゆ〕
広報広聴
地域公共交通 まちづくり推進課企画調整グループ

２７－３１７９あつま災害エフエム
町有地分譲地管理 まちづくり推進課総合戦略グループ
農林業 産業経済課農林業グループ ２７－２４１９
商工業、観光、水産 産業経済課経済グループ ２７－２４８６
道路、河川 建設課土木グループ ２７－２４５１
住宅 建設課建築住宅グループ ２７－２３２５
上下水道 建設課上下水道グループ ２７－２３２６
学校 教育委員会生涯学習課学校教育グループ〔青〕 ２７－２４９４
社会教育
図書室 教育委員会生涯学習課社会教育グループ〔青〕 ２７－２４９５
消防 胆振東部消防組合厚真支署 ２６－７１１９
ボランティア要請 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 ０９０－８０４９－９３９６
ボランティア募集 厚真町災害ボランティアセンター〔か〕 ０９０－７６４７－６５８３

@atsuma

無料コミュニケーションアプリ「Ｌ
ラ イ ン
ＩＮＥ」で

災害時の緊急情報、支援情報、町政情報
などを配信しています。
※ＬIＮＥアプリから友だち追加してください

•ＩDで追加

•QRコードで追加

facebook  < フェイスブック >

町ホームページ

お知らせやイベント情報を
発信しています！

厚真町の今やあなたの想いを
投稿してください！

https://www.facebook.com/atsumatownhokkaido

http://www.town.atsuma.lg.jp/

https://www.instagram.com/atsumalovers/

Instagram  < インスタグラム >

町の情報を発信中

あつま災害エフエム
周波数

放送時間
（各15分程度）

８：00
12：00
18：00
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